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『
香
道
蘭
之
園
』
組
香
と
『
夫
木
和
歌
抄
』

―
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
―

総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
日
本
文
学
研
究
専
攻
　
武
居
　
雅
子

夏
木
だ
ち
庭
の
野
す
ぢ
の
石
の
う
へ
に
み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な　

慈
円

こ
の
慈
円
の
歌
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
に
、
諡
号
・
慈
鎮
和
尚
の
作
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
歌
の
「
庭
の
野
す
ぢ
」
が
「
庭
の
野
す
り
」
と
な
っ
た

夏
木
立
庭
の
野
す
り
の
石
の
う
へ
に
み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な

が
、
香
の
伝
書
『
香
道
蘭
之
園
』
牡
丹
競く
ら
べ

香
の
証
歌
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
野
す
り
」
と
い
う
こ
と
ば
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
香
道
実
技
の
場
で
、
こ

の
歌
は
不
審
と
さ
れ
て
き
た
。

元
文
年
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
香
の
伝
書
『
香
道
蘭
之
園
』
に
は
二
三
六
の
組
香
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
和
歌
を
証
歌
と
す
る
組
香
は

二
四
で
あ
る
。
牡
丹
競
香
以
外
に
も
、
組
香
証
歌
が
『
夫
木
和
歌
抄
』
収
載
の
和
歌
と
微
妙
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
精
査
検
証
し
て
み
た
。

結
論
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
二
四
の
組
香
証
歌
は
い
ず
れ
も
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
に
収
載
の
和
歌
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
異
同
の
あ
る
証
歌
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
が
直
接
の
典

拠
で
は
な
く
西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
に
端
を
発
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
の
特
定
の
板
本
に
依
拠
し
た
ら
し
い
こ
と
、
な
ど

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
『
香
道
蘭
之
園
』
の
概
要
と
成
立
経
緯
を
概
観
し
た
の
ち
、『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
和
歌
を
証
歌
と
す
る
二
四
の
組
香
を
提
示
し
、『
香
道
蘭
之
園
』
諸

本
間
で
の
証
歌
の
異
同
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
二
四
の
証
歌
に
つ
い
て
、『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
間
で
の
異
同
を
確
認
し
、
次
に
『
香
道
蘭
之
園
』
と
『
夫

木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
間
で
の
異
同
を
提
示
す
る
。
そ
の
後
『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
と
板
本
一
本
間
で
の
異
同
を
確
認
し
、次
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
板
本
と
西
順
自
筆
本
『
夫

木
和
歌
集
抜
書
』
そ
し
て
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
板
本
間
で
の
異
同
を
精
査
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
『
香
道
蘭
之
園
』
の
証
歌
に
異
同
が
生
じ
た
経
緯
を
纏
め
て
み
る
。

『
夫
木
和
歌
抄
』
の
享
受
と
い
え
ば
、
そ
の
後
の
勅
撰
集
の
資
料
と
な
っ
て
そ
の
形
成
に
与
っ
た
こ
と
や
、
連
歌
の
付
合
や
証
歌
の
検
索
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
先
行
研

究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
第
一
次
享
受
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
西
順
に
よ
る
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
の
出
現
は
第
二
次
享
受
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら

文
学
上
で
の
『
夫
木
和
歌
抄
』
享
受
だ
け
で
は
な
く
、「
香
道
」
の
世
界
で
も
『
夫
木
和
歌
抄
』『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
が
享
受
さ
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
夫
木
和
歌
抄　

夫
木
和
歌
集
抜
書　

香
道
蘭
之
園　

組
香

要
　
　
旨
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は
じ
め
に

夏
木
だ
ち
庭
の
野
す
ぢ
の
石
の
う
へ
に
み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な　

慈
円

『
新
編
国
歌
大
観　

第
三
巻　

私
家
集
編
Ⅰ
歌
集　

拾
玉
集
』　

二
三
二
二

こ
の
慈
円
の
歌
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』（『
新
編
国
歌
大
観　

第
二
巻　

私
撰
集
編　

歌
集
』三
一
一
二
）に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
歌
の「
庭
の
野
す
ぢ
」を「
庭

の
野
す
り
」
と
す
る

夏
木
立
庭
の
野
す
り
の
石
の
う
へ
に
み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な

が
、
香
の
伝
書
『
香
道
蘭
之
園
』（
１
）
牡
丹
競
香
の
証
歌
（
組
香
主
題
の
典
拠
と
な

る
和
歌
の
こ
と
）
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
野
す
ぢ
」
と
は
「
野
筋
」
の
こ
と
で
、

「
造
園
用
語
。
庭
園
に
造
り
だ
す
野
山
の
風
景
」と『
角
川　

古
語
大
辞
典　

第
四
巻
』

（
一
九
九
四
年
、
九
八
四
頁
）
に
あ
り
、
こ
の
和
歌
が
出
典
表
記
『
拾
玉
集
・
二
』

と
と
も
に
用
例
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
野
す
り
」
と
い
う
言
葉
は
確
認
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
香
道
実
技
の
場
で
、
こ
の
歌
は
不
審
と
さ
れ
て
き
た
。

『
香
道
蘭
之
園
』
に
は
二
三
六
の
組
香
（
数
種
の
香
を
組
み
合
わ
せ
て
一
定
の
主

題
を
表
現
す
る
香
の
ゲ
ー
ム
の
様
式
で
、
文
学
的
主
題
を
持
つ
も
の
が
多
い
）
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
和
歌
を
証
歌
と
す
る
組
香
は
二
四
あ
る
。

牡
丹
競
香
以
外
に
も
、
組
香
証
歌
と
『
夫
木
和
歌
抄
』
収
載
の
和
歌
を
比
較
す
る
と
、

小
異
が
確
認
さ
れ
る
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
精
査
検
証
し
て
み
た
。

結
論
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
二
四
の
組
香
証
歌
は
い
ず
れ
も
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』

に
収
載
の
和
歌
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
異
同
の
あ
る
証
歌
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
が
直

接
の
典
拠
で
は
な
く
西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
に
端
を
発
し
た
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
の
特
定
の
板
本
に
依
拠
し
た
ら
し

い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

本
稿
で
は
そ
の
異
同
の
経
緯
を
詳
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
従
来
語
ら
れ
て
き
た

文
学
上
で
の
『
夫
木
和
歌
抄
』
享
受
だ
け
で
は
な
く
、「
香
道
」
の
世
界
で
も
『
夫

木
和
歌
抄
』『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
が
享
受
さ
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
考
え
る
。

ま
ず
第
一
章
で
は
、『
香
道
蘭
之
園
』
の
概
要
と
成
立
経
緯
（
２
）
を
概
観
し
た
の
ち
、

『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
和
歌
を
証
歌
と
す
る
二
四
の
組
香
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
の

内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
の
ち
、『
香
道
蘭
之
園
』
諸
本
（
３
）
間
で
の
証
歌
の

異
同
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

第
二
章
で
は
、
こ
れ
ら
二
四
の
証
歌
に
つ
い
て
、『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
（
４
）

間
で
の
異
同
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
『
香
道
蘭
之
園
』
と
『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三

本
間
で
の
異
同
を
提
示
す
る
。

そ
の
後
、
二
四
の
和
歌
に
つ
い
て
、『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
と
板
本
一
本
（
５
）

間
で
の
異
同
を
確
認
し
、
次
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
板
本
と
西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌

集
抜
書
』（
６
）
そ
し
て
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
板
本
（
７
）
間
で
の
異
同
を
精
査
す
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
の
ち
『
香
道
蘭
之
園
』
の
証
歌
に
異
同
が
生
じ
た
経
緯
を
纏
め

て
み
る
。

第
一
章
『
香
道
蘭
之
園
』
の
概
要
と
『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
証
歌
を
持
つ

二
四
の
組
香
の
こ
と

享
保
・
元
文
の
頃
、
数
々
の
香
伝
書
が
京
都
・
大
坂
で
成
立
し
た
中
（
８
）、『
香

は
じ
め
に

第
一
章
『
香
道
蘭
之
園
』
の
概
要
と
『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
証
歌
を
持
つ

二
四
の
組
香
の
こ
と

第
二
章
『
香
道
蘭
之
園
』
収
載
二
四
の
組
香
と
『
夫
木
和
歌
抄
』『
夫
木
和
歌

集
抜
書
』

ま
と
め
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道
蘭
之
園
』
は
江
戸
の
菊
岡
沾
凉
に
よ
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
、
香
道
古
法
の
集
大

成
で
、
全
十
一
巻
（
一
巻
〜
十
巻
お
よ
び
付
録
巻
）
か
ら
な
る
。
本
書
の
中
心
は
組

香
の
集
成
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
以
来
の
香
道
の
歴
史
、
組
香
以
前
の
香
（
９
）
に
つ

い
て
も
忠
実
に
伝
承
し
て
い
る
。
香
道
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
記
し
た
一
巻
に
は
じ

ま
り
、
二
〜
九
巻
お
よ
び
付
録
巻
に
二
三
六
の
組
香
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
組
香
の

主
題
と
な
る
和
歌
や
物
語
の
言
葉
を
、
証
歌
（
10
）、
証
詞
と
し
て
用
い
、
と
き
に
は

人
形
な
ど
の
立
物
を
使
っ
て
視
覚
的
に
も
楽
し
め
る
盤
物
と
い
う
組
香
も
登
場
し
て

い
る
。
二
三
六
の
組
香
の
内
訳
は
、
二
〜
七
巻
に
一
五
七
、
付
録
巻
に
二
六
の
組
香

が
あ
り
、
八
、九
巻
は
『
源
氏
物
語
』
五
四
帖
の
う
ち
「
桐
壺
」「
夢
浮
橋
」
を
除
い

た
五
二
帖
を
題
材
と
し
た
「
源
氏
千
種
香
」
と
い
う
組
香
が
五
三
（「
関
屋
香
」
と
「
関

屋
香
盤
物
」
が
あ
る
の
で
五
三
と
な
る
）
あ
る
。
十
巻
に
お
い
て
は
香
道
具
の
詳
細

な
図
示
と
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
巻
「
十
炷
香
の
本
原
」
の
最
終
部
分
で
語
ら
れ
る
本
書
成
立
の
経
緯
を
要
約
し

て
み
る
。

正
保
・
慶
安
（
一
六
四
四
〜
一
六
五
二
）
の
頃
、
京
都
に
住
み
堂
上
方
に
出
入

り
し
、組
香
を
伝
授
し
、香
道
の
達
人
と
世
に
知
ら
れ
て
い
た
鈴
鹿
周
斎
（
11
）
は
、

延
宝
（
一
六
七
三
〜
一
六
八
一
）
の
初
め
江
戸
に
下
っ
て
き
た
。
ま
た
香
に
熟

達
し
、
公
卿
に
仕
え
て
い
た
衣
山
靭
負
丞
宗
秀
（
12
）
も
江
戸
に
下
り
、
周
斎
の

世
話
で
そ
の
近
所
に
住
い
を
設
け
た
。
こ
の
二
人
か
ら
香
道
の
伝
授
を
受
け
た

の
が
山
下
弘
永
（
不
明
）
で
、
弘
永
か
ら
栗
本
穏
置
（
13
）
と
弘
永
の
子
息
に
香

の
奥
義
が
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

十
巻
末
奥
書
か
ら
は
、
周
斎
よ
り
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
「
一
時
之
艸
稿
」

の
「
錯
雑
」
を
穏
置
が
憂
い
、菊
岡
房
行
（
沾
凉
）
の
力
を
借
り
て
旧
原
稿
を
精
訂
し
、

『
蘭
園
』
と
名
付
け
た
経
緯
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
穏
置
か
ら
沾
凉
の
兄
・
菊
岡
寄

邦
（
晴
行
）
へ
、
寄
邦
か
ら
中
村
昌
平
（
不
明
）
へ
と
伝
授
は
続
き
、
元
文
四
年
に

菊
岡
沾
凉
が
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

菊
岡
沾
凉
に
つ
い
て
は
、
真
島
望
氏
の
論
稿
（「
菊
岡
沾
凉
の
俳
諧
活
動
」『
成
城

国
文
学
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
〜
三
三
頁
）
に
詳
し
い
が
そ
れ
に
基
づ

き
つ
つ
、
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
沾
凉
は
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
七
月
に

生
ま
れ
、
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
十
月
に
六
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
伊
賀

上
野
の
人
で
、母
方
の
実
家
菊
岡
家
に
養
子
に
出
さ
れ
、名
を
房
行
と
し
た
。
そ
の
後
、

養
父
に
実
子
誕
生
の
た
め
、自
ら
望
ん
で
江
戸
へ
出
て
神
田
に
居
を
定
め
、売
薬
（
一

説
に
は
経
師
）
を
家
業
と
し
た
。
俳
諧
を
内
藤
露
沾
（
14
）
に
学
び
、
俳
諧
師
と
し
て

活
動
す
る
か
た
わ
ら
、和
漢
の
学
に
通
じ
、『
江
戸
砂
子
』
の
よ
う
な
地
誌
を
は
じ
め
、

考
証
的
著
作
二
十
余
冊
を
遺
し
、
多
方
面
で
活
躍
し
た
知
識
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

従
っ
て
栗
本
穏
置
に
そ
の
編
集
能
力
を
買
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
15
）。

奥
書
の
記
述
か
ら
、
十
七
世
紀
後
半
に
京
都
か
ら
江
戸
に
香
道
が
流
れ
て
き
た
経

緯
が
読
み
取
れ
、
菊
岡
沾
凉
に
よ
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
地
下
へ

と
香
の
文
化
が
流
れ
た
一
つ
の
記
録
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

鈴
鹿
周
斎
の
伝
え
る
所
を
栗
本
穏
置
の
意
を
汲
ん
で
整
理
し
、『
蘭
之
園
』
と
い

う
書
名
を
付
け
た
の
は
沾
凉
で
あ
る
が
、
彼
一
人
の
著
作
で
は
な
く
、
何
代
か
に
わ

た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
奥
書
か
ら
は
「
完
全
相
伝
」（
16
）
形

式
に
よ
る
伝
授
が
う
か
が
え
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
た
ち
の
間
で
受
容
さ
れ
た
も
の
と

言
え
、
そ
れ
ゆ
え
『
香
道
蘭
之
園
』
も
香
道
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
広
く
普
及
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
和
歌
を
証
歌
と
し
て
い
る
二
四
の
組
香
に
つ
い

て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
『
香
道
蘭
之
園
』
の
二
巻
か
ら
七
巻
に
収

載
さ
れ
て
い
る
。
先
に
二
〜
七
巻
に
一
五
七
の
組
香
が
、
付
録
巻
に
二
六
の
組
香
が

収
載
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
こ
の
う
ち
証
歌
が
据
え
ら
れ
て
い
る
組
香
は

四
三
、
和
歌
の
五
つ
の
句
を
香
銘
に
つ
け
て
い
る
も
の
が
三
、
聞
き
の
名
目
に
つ
け

て
い
る
も
の
が
一
、
残
り
の
一
三
六
の
組
香
に
証
歌
は
な
い
（
17
）。
つ
ま
り
証
歌
の

あ
る
組
香
四
三
の
う
ち
、
二
四
が
『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
も
の
で
、
約
五
割
六
分
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を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
漢
用
数
字
は
巻
数
、
算
用
数
字
は
『
増
補
改
訂
版　

香
道
蘭
之
園
』（
尾
崎

左
永
子
・
薫
遊
舎
校
注
、
淡
交
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
け
る
組
香
の
通
し
番
号
で

あ
る
。

二
巻
に
10
千
と
せ
香
、
18
船
路
香
、
29
秋
草
香
、
三
巻
に
39
鵜
船
香
、
45
菊
合
香

そ
し
て
50
風
音
香
が
、
四
巻
に
は
58
草
苅
香
と
64
貝
合
香
、
五
巻
は
80
牡
丹
競
香
、

82
何
鳥
香
、
87
七
種
香
、
90
花
蝶
香
、
94
橘
香
、
99
蛍
香
そ
し
て
102
早
苗
香
の
七
つ
、

六
巻
は
119
虫
撰
香
、
124
神
路
香
、
125
石
清
水
香
、
129
衣
更
着
香
、
そ
し
て
七
巻
は
133

子
日
香
、
140
皐
月
香
、
143
川
浪
香
、
147
雪
香
、
151
み
あ
れ
香
の
五
つ
で
、
計
二
四
で

あ
る
。

こ
れ
ら
二
四
の
組
香
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

10
千
と
せ
香
は
香
名
を
「
琴
引
草
・
常
盤
草
・
二
葉
の
松
」、
札
打
（
18
）
の
札
名

に
「
高
砂
・
住
江
・
唐
崎
・
武
隈
・
姉
和
」
な
ど
松
に
関
わ
る
歌
枕
を
つ
け
て
お
り
、

「
松
」
が
主
題
で
あ
る
。
18
船
路
香
は
盤
物
で
香
の
聞
き
に
し
た
が
い
五
艘
の
帆
か

け
船
を
進
ま
せ
て
勝
負
す
る
。
29
秋
草
香
は
香
名
に
「
朝
露
・
夕
露
」、
札
名
は
「
し

を
に
（
紫
苑
）・
り
ん
ど
う
・
き
き
ょ
う
・
女
郎
花
・
か
る
か
や
・
小
く
る
ま
」
な

ど
秋
草
づ
く
し
で
あ
る
。
39
鵜
船
香
は
鵜
飼
が
主
題
の
盤
物
で
、
舟
に
乗
り
鵜
縄
を

手
に
ま
い
た
鵜
飼
人
形
が
登
場
す
る
。
45
菊
合
香
も
盤
物
で
、
紅
白
に
別
れ
て
香
を

聞
き
、
当
た
り
の
次
第
で
紅
白
の
菊
を
盤
に
立
て
、「
着
綿
」
と
名
付
け
た
香
の
聞

き
方
は
口
伝
と
な
っ
て
い
る
。
50
風
音
香
は
長
・
半
方
に
別
れ
て
香
を
聞
き
、「
入

相
の
鐘
・
更
行
鐘
・
暁
の
鐘
・
寝
よ
と
の
鐘
・
霜
夜
の
か
ね
」
と
い
っ
た
聞
き
の
名

目
（
19
）
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
58
草
苅
香
は
鎌
を
持
っ
た
草
苅
童
人
形
を
香
の
聞
き

に
し
た
が
い
盤
を
往
復
さ
せ
、
ゴ
ー
ル
間
近
で
鎌
を
笛
に
持
ち
替
え
さ
せ
る
。
64
貝

合
香
は
左
貝
、
右
貝
と
名
付
け
た
香
を
と
も
に
聞
け
た
ら
蛤
と
答
え
、
忘
貝
と
空
貝

と
名
付
け
た
香
は
聞
き
捨
て
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。
80
牡
丹
競
香
も
盤
物
で
、
香
が
当

た
れ
ば
紅
白
の
牡
丹
を
立
て
、
は
ず
す
と
花
な
し
牡
丹
に
立
て
か
え
て
い
く
。
82
何

鳥
香
は
、
香
の
出
方
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
聞
き
の
名
目
「
ナ
・
ニ
・
ト
・
リ
・

鶯
・
時
鳥
・
雁
金
・
千
鳥
」
で
答
え
る
。
87
七
種
香
は
春
の
七
草
が
聞
き
の
名
目
に

据
え
ら
れ
て
い
て
若
菜
摘
み
が
題
材
で
あ
る
。
90
花
蝶
香
は
官
女
人
形
が
登
場
す
る

盤
物
で
、
官
女
に
持
た
せ
た
桜
の
折
枝
に
、
香
の
当
た
り
次
第
で
金
銀
の
蝶
を
と
ま

ら
せ
る
。
94
橘
香
は
試
み
あ
り
の
香
「
あ
や
め
・
蓬
」
に
試
み
な
し
の
香
「
た
ち
花
」

を
打
ち
ま
ぜ
て
聞
き
、「
た
ち
花
」
を
聞
き
当
て
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
。
99
蛍
香

は
十
炷
香
（
20
）
の
変
形
で
、
香
包
を
宇
治
方
・
瀬
田
方
と
名
付
け
て
聞
い
て
い
く
。

102
早
苗
香
は
早
乙
女
人
形
を
香
の
聞
き
に
従
い
後
退
り
さ
せ
て
早
苗
を
盤
に
植
え
る

所
作
と
し
、十
株
植
え
つ
く
し
た
人
形
に
は
団（
う
ち
わ
）を
持
た
せ
て
休
息
さ
せ
る
。

119
虫
撰
香
も
香
の
次
第
に
よ
っ
て
「
松
む
し
・
小
が
ね
虫
・
轡
む
し
・
は
た
お
り
」

な
ど
虫
の
名
の
聞
き
の
名
目
で
答
え
る
。
124
神
路
香
は
千
木
に
因
ん
だ
試
み
あ
り
の

香
「
内
・
外
」
と
試
み
な
し
の
「
御
柱
」
と
い
う
香
を
組
み
合
わ
せ
て
聞
い
て
い
く
。

125
石
清
水
香
は
石
清
水
放
生
会
が
主
題
の
組
香
で
あ
る
。
129
衣
更
着
香
は
、
燕
が
飛

来
し
、
雁
が
帰
る
月
と
さ
れ
て
い
る
如
月
の
名
を
冠
し
た
組
香
で
、
そ
れ
故
に
香
名

が
「
乙
鳥
」
と
「
帰
雁
」
と
な
っ
て
い
る
。
133
子
日
香
は
試
み
あ
り
の
香
「
若
菜
・
雪
・

梅
・
鶯
」
各
二
包
ず
つ
計
八
包
を
打
ち
混
ぜ
て
か
ら
二
包
ず
つ
結
び
合
せ
て
聞
い
て

い
く
。
140
皐
月
香
は
一
名
菖
蒲
香
と
も
呼
ば
れ
、「
さ
う
ぶ
・
よ
も
ぎ
・
蘆
橘
・
時
鳥
」

と
名
付
け
ら
れ
た
香
の
出
方
に
よ
っ
て
聞
き
の
名
目
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
143
川
浪

香
も
一
名
川
水
香
と
呼
ば
れ
る
組
香
で
、
香
名
と
札
名
と
も
に
「
山
・
谷
・
川
・
水
」

で
、「
水
」
の
香
を
聞
き
あ
て
た
ら
「
山
・
谷
・
川
」
の
札
で
答
え
、「
水
」
と
答
え

る
と
失
点
す
る
。
147
雪
香
は
、
富
士
と
越
の
し
ら
山
、
そ
し
て
比
良
の
雪
が
主
題
で

あ
る
。
151
み
あ
れ
香
は
上
賀
茂
神
社
で
の
神
迎
え
の
御
阿
礼
神
事
が
主
題
で
あ
る
。

で
は
『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
二
四
の
組
香
、
そ
れ
ぞ
れ
の
証
歌
を
見
て
み
よ
う
。

証
歌
対
照
表
Ａ
を
参
照
さ
れ
た
い
。『
香
道
蘭
之
園
』
諸
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵

一
六
三
―
八
八
五
（
以
下
、
宮
一
六
三
と
略
称
）
お
よ
び
二
〇
七
―
一
五
七
（
宮

二
〇
七
と
略
称
）、
国
立
国
会
図
書
館
本
（
国
会
本
と
略
称
）
を
比
較
す
る
と
、
七

巻
147
雪
香
に
異
同
が
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。
宮
一
六
三
は
「
さ
ゝ
浪
や
ひ

ら
の
山
颪
」
で
、
宮
二
〇
七
と
国
会
は
「
さ
ゝ
浪
や
ひ
ら
山
颪
」
と
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
宮
二
〇
七
と
国
会
本
の
雪
香
に
は
「
さ
ゝ
浪
の
ひ
ら
の
山
か
せ
海
ふ
け
は
釣
す

る
あ
ま
の
袖
か
ゝ
る
み
る
」
の
和
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
21
）。
こ
の
歌
も
『
夫
木

和
歌
抄
』
巻
第
廿
三
雑
部
五
の
和
歌
で
『
夫
木
和
歌
抄
』（
後
述
の
写
本
三
本
及
び

板
本
）
で
は
第
五
句
が
「
袖
か
へ
る
み
ゆ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
と
『
香
道
蘭

之
園
』
写
本
三
本
が
と
も
に
証
歌
と
し
て
い
る
先
の
歌
と
の
共
通
項
は
「
ひ
ら
の
山
」

で
あ
っ
て
、
147
雪
香
の
主
題
で
あ
る
雪
に
因
ん
だ
歌
で
は
な
い
。
推
測
す
る
に
宮

二
〇
七
と
国
会
本
は
、
菊
岡
沾
凉
に
よ
る
原
本
が
作
ら
れ
た
後
の
写
本
の
段
階
で
後

補
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
に
、
こ
の
和
歌
は
見
ら

れ
な
い
。
さ
ら
に
補
足
す
る
と
、
147
雪
香
で
の
証
歌
に
は
作
者
名
も
記
載
さ
れ
て
い

る
。
組
香
で
は
証
歌
に
作
者
名
を
記
載
す
る
こ
と
は
ま
ず
無
い
の
で
、
珍
し
い
例
で

あ
る
。

こ
れ
ら
二
四
の
組
香
証
歌
に
つ
い
て
『
香
道
蘭
之
園
』
写
本
三
本
間
で
、
こ
こ
に

記
し
た
以
外
の
異
同
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
二
章
『
香
道
蘭
之
園
』
収
載
二
四
の
組
香
と
『
夫
木
和
歌
抄
』『
夫
木
和

歌
集
抜
書
』

『
香
道
蘭
之
園
』
組
香
証
歌
二
四
首
に
つ
い
て
、『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
間
で

の
異
同
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
夫
木
和
歌
抄
』
細
川
家
永
青
文
庫
本
は
以
下
、
永

青
文
庫
本
と
略
称
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
桂
宮
本
は
桂
宮
本
と
略
称
、
静
嘉
堂
文
庫

本
を
底
本
と
し
た
『
新
編
国
歌
大
観
』
は
静
嘉
堂
文
庫
本
と
略
称
す
る
。

『
香
道
蘭
之
園
』
五
巻
82
何
鳥
香
で
証
歌
と
さ
れ
て
い
る
、『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第

廿
七
雑
部
九
動
物
部
上
・
鳥
「
な
そ
も
か
く
人
の
心
の
う
か
れ
鳥
わ
か
れ
も
よ
ほ
す

声
を
た
つ
ら
ん
」の
第
五
句
が
、永
青
文
庫
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
が「
声
を
た
つ
ら
ん
」

で
桂
宮
本
は「
こ
ゑ
を
た
つ
ね
ん
」と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は「
洞
院
摂
政
家
百
首
」

（『
新
編
国
歌
大
観　

第
四
巻
』
一
九
八
六
年
）
収
載
、
後
朝
恋
五
首
大
殿
（
光
明
峰

寺
入
道
摂
政
＝
九
条
道
家
）
の
内
の
一
首
で
「
な
ぞ
も
か
く
人
の
心
の
う
か
れ
鳥
わ

か
れ
も
よ
ほ
す
声
を
た
つ
ら
ん
」（
一
一
八
八
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
永
青
文
庫

本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
が
出
典
原
歌
に
忠
実
と
言
え
よ
う
。『
香
道
蘭
之
園
』
何
鳥
香

の
証
歌
も
宮
一
六
三
、
宮
二
〇
七
、
国
会
本
と
も
に
「
声
を
た
つ
ら
ん
」
と
な
っ
て

い
る
。

次
に
『
香
道
蘭
之
園
』
五
巻
87
七
種
香
の
証
歌
と
さ
れ
て
い
る
和
歌
は
、『
夫
木

和
歌
抄
』
巻
第
一
春
部
一
・
若
菜
、
権
僧
正
公
朝
の
歌
で
、
永
青
文
庫
本
と
桂
宮
本

が
「
君
か
た
め
な
ゝ
の
あ
し
た
の
な
ゝ
草
に
な
を
つ
み
そ
へ
む
よ
ろ
つ
代
の
春
」
で
、

静
嘉
堂
文
庫
本
は「
君
が
た
め
な
ら
の
あ
し
た
の
七
草
に
」で
あ
る
。『
夫
木
和
歌
抄
』

の
集
付
で
は「
六
帖
題
」（『
新
撰
和
歌
六
帖
』（『
新
編
国
歌
大
観　

第
二
巻
』前
掲
書
）

と
な
っ
て
い
る
が
、「
六
帖
題
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
歌
で
あ
る
。『
香
道
蘭
之
園
』

七
種
香
の
証
歌
も
宮
一
六
三
、
宮
二
〇
七
、
国
会
本
と
も
に
「
七
の
朝
の
七
草
に
」

で
あ
る
。

ま
た
102
早
苗
香
の
証
歌
「
さ
な
へ
と
る
御
田
の
う
へ
め
も
い
ろ
〳
〵
に
袖
を
つ
ら

ね
て
祝
ふ
け
ふ
か
な
」
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
七
夏
部
一
・
早
苗
、
従
二
位
家

隆
の
歌
で
、
永
青
文
庫
本
と
桂
宮
本
は
「
う
へ
め
も
」、
静
嘉
堂
文
庫
本
は
「
う
ゑ

め
も
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

124
神
路
香
の
証
歌
「
神
路
山
玉
か
き
こ
し
て
見
わ
た
せ
は
杉
間
に
高
き
ち
き
の
か

た
そ
き
」
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
丗
四
雑
部
十
六
・
神
祇
、
僧
正
行
意
の
歌
で
、

桂
宮
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
「
神
路
山
た
ま
か
き
こ
し
に
見
わ
た
せ
は
杉
間
に
た

か
き
ち
き
の
か
た
そ
き
」
で
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
永
青
文
庫
本
に
は
見
当
た
ら
な

い
。次

に
『
香
道
蘭
之
園
』
七
巻
140
皐
月
香
の
証
歌
「
あ
や
め
草
こ
ゝ
の
ふ
し
を
や
と
ゝ

の
へ
て
玉
の
よ
と
野
に
け
ふ
は
ふ
く
ら
ん
」
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
七
夏
部
一
・

菖
蒲
、
後
徳
大
寺
左
大
臣
の
歌
で
、「
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
」（『
新
編
国
歌
大

観　

第
五
巻
』
一
九
八
七
年
）
菖
蒲
の
内
の
一
首
（
一
〇
七
）
で
あ
る
。
永
青
文
庫

本
で
は
「
あ
や
め
草
こ
ゝ
の
ふ
し
す
や
」
で
「
す
」
の
字
母
は
「
春
」
と
書
か
れ
、

桂
宮
本
で
は
「
た
こ
の
よ
と
の
に
け
ふ
は
ふ
く
ら
ん
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
誤
写
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
扱
っ
た
組
香
証
歌
二
四
首
の
内
で
、
こ
の
五
首
以
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外
の
和
歌
に
つ
い
て
、
永
青
文
庫
本
、
桂
宮
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
間
に
異
同
は
な

か
っ
た
。

で
は
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
二
四
の
歌
に
つ
い
て
『
香
道
蘭
之
園
』
と
『
夫
木
和
歌
抄
』

写
本
三
本
と
の
間
で
の
異
同
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

『
香
道
蘭
之
園
』
10
千
と
せ
香
・
18
船
路
香
・
29
秋
草
香
・
45
菊
合
香
・
50
風
音
香
・

58
草
苅
香
・
64
貝
合
香
・
90
花
蝶
香
・
94
橘
香
・
125
石
清
水
香
・
129
衣
更
着
香
・
133

子
日
香
・
140
皐
月
香
・
143
川
浪
香
・
151
み
あ
れ
香
の
十
五
に
つ
い
て
は
異
同
は
認
め

ら
れ
な
い
。
で
は
異
同
の
あ
る
九
つ
の
組
香
39
鵜
船
香
・
80
牡
丹
競
香
・
82
何
鳥
香
・

87
七
種
香
・
99
蛍
香
・
102
早
苗
香
・
119
虫
撰
香
・
124
神
路
香
・
147
雪
香
の
証
歌
を
次

に
挙
げ
る
。

39
鵜
船
香
証
歌
は
「
此
川
に
小
夜
ふ
け
ぬ
ら
し
桂
人
う
縄
手
に
ま
き
船
み
た
す
な

り
」
と
な
っ
て
い
て
『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
の
第
五
句
「
舟
く
た
す
な
り
」
と

異
な
る
。
80
牡
丹
競
香
は
本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
第
二
句
「
庭
の
野
す
ち
」
で

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
庭
の
野
す
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
82
何
鳥
香
の

第
五
句
「
こ
ゑ
を
た
つ
ら
ん
」
で
『
夫
木
和
歌
抄
』
桂
宮
本
と
異
な
り
他
の
二
つ
の

写
本
と
同
様
で
あ
る
。
87
七
種
香
に
つ
い
て
も
先
に
触
れ
た
が
、『
夫
木
和
歌
抄
』

永
青
文
庫
本
・
桂
宮
本
と
同
様
で
「
七
の
朝
の
」
で
あ
る
。

99
蛍
香
証
歌
に
つ
い
て
は
『
香
道
蘭
之
園
』
三
本
と
も
に
「
夏
む
し
の
身
を
こ
か

し
け
る
ひ
か
り
こ
そ
闇
に
ま
よ
は
ぬ
し
る
へ
な
り
け
れ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
夫

木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
は
「
身
を
と
も
し
け
る
」
で
あ
る
。
102
早
苗
香
で
は
『
香
道

蘭
之
園
』
三
本
と
も
に
「
御
田
の
う
へ
め
も
」
で
『
夫
木
和
歌
抄
』
永
青
文
庫
本
、

桂
宮
本
と
同
様
で
あ
る
。
119
虫
撰
香
で
は
『
香
道
蘭
之
園
』
三
本
と
も
に
「
住
な
れ

し
も
と
の
野
原
や
忍
ふ
ら
ん
う
つ
す
虫
屋
に
虫
の
わ
ふ
な
る
」
で
、『
夫
木
和
歌
抄
』

写
本
三
本
の
「
虫
の
わ
ふ
る
は
」
と
異
な
る
。
124
神
路
香
は
『
香
道
蘭
之
園
』
三
本

と
も
に
「
神
路
山
玉
か
き
こ
し
て
見
わ
た
せ
は
」
で
あ
る
が
、『
夫
木
和
歌
抄
』
写

本
二
本
（
桂
宮
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
）
と
も
に
「
た
ま
か
き
こ
し
に
」
で
あ
る
。
こ

れ
も
先
に
触
れ
た
が
、
147
雪
香
で
は
『
香
道
蘭
之
園
』
宮
一
六
三
が
「
さ
ゝ
浪
や
ひ

ら
の
山
颪
」
で
、
他
の
二
本
は
『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
と
同
様
に
「
さ
ゝ
浪
や

ひ
ら
山
お
ろ
し
」
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
二
四
の
和
歌
に
つ
い
て
、『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
と
板
本
一
本

間
で
の
異
同
を
確
認
す
る
。

『
夫
木
和
歌
抄
』
の
板
本
は
、
寛
文
五
年
刊
本
系
統
と
し
て
「
寛
文
五
乙
巳
年
正

月
吉
辰　

烏
丸
通
下
立
売
下
ル
町　

野
田
庄
右
衛
門
板
行
」「
両
替
町
通
二
條
上
ル

町　

桂
彦
右
衛
門
板
行
」「
皇
都
書
肆　

出
雲
寺
文
治
郎　

吉
田
四
郎
右
衛
門　

葛

西
市
郎
兵
衛
」
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
。『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
夫
木
和
歌
抄
（
上
・

下
）』（
前
掲
書
）
の
「
解
題
」
に
お
い
て
福
田
秀
一
氏
は
「
寛
文
五
年
に
板
行
さ
れ
（
野

田
庄
右
衛
門
刊
。
そ
の
後
、
桂
彦
右
衛
門
及
び
出
雲
寺
文
治
郎
が
求
板
刊
行
）」
と

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
野
田
庄
右
衛
門
板
と
先
の
写
本
三
本
と
を
比
較
し

た
。こ

こ
で
扱
う
二
四
首
に
つ
い
て
み
る
と
、
巻
第
廿
七
雑
部
九
動
物
部
上
・
鳥
の
歌

が
板
本
で
は
「
な
そ
も
か
く
人
の
心
の
う
か
れ
と
り
わ
か
れ
も
よ
ほ
す
声
を
た
つ
ね

ん
」
で
、
写
本
の
桂
宮
本
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
巻
第
一
春
部
一
・
若
菜
の
歌
は

写
本
の
永
青
文
庫
本
・
桂
宮
本
と
同
様
に
「
君
か
た
め
な
ゝ
の
あ
し
た
の
七
草
に
猶

つ
み
そ
へ
ん
よ
ろ
つ
代
の
春
」
で
あ
っ
た
。
巻
第
七
夏
部
一
・
早
苗
の
歌
は
板
本
で

は
「
み
た
の
う
へ
め
も
」
で
写
本
の
永
青
文
庫
本
、
桂
宮
本
と
同
様
で
あ
っ
た
。
こ

れ
以
外
の
和
歌
二
一
首
に
つ
い
て
、
写
本
三
本
と
板
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

次
に
、
組
香
証
歌
二
四
首
に
つ
い
て
、『
夫
木
和
歌
抄
』
野
田
庄
右
衛
門
板
と
西

順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
そ
し
て
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
深
江
屋
太
郎
兵
衛

板
お
よ
び
天
和
二
年
板
と
の
異
同
を
精
査
す
る
（
22
）。

連
歌
師
の
西
順
（
23
）
は
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
の
跋
文
（
延
宝
二
年
季
秋

日
）
で
、「
夫
木
抄
大
部
た
る
に
よ
り
て
見
わ
た
す
事
の
い
と
ま
お
し
け
れ
ば
」
と
『
抜

書
』
を
書
い
た
動
機
を
記
し
て
い
る
。
福
田
安
典
氏
は
「
近
世
期
に
お
け
る
『
夫
木

和
歌
抄
』
―
抜
書
を
中
心
に
―
」（『
夫
木
和
歌
抄　

編
纂
と
享
受
』
人
間
文
化
研
究

機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
〇
七
年
、
二
七
〇
頁
）
で
、「
こ
こ
に
、
板
本
で



7 総研大文化科学研究 第11号（2015）

の
享
受
と
い
う
側
面
と
は
次
元
の
異
な
る
『
夫
木
抄
』
の
近
世
的
享
受
が
誕
生
す
る

余
地
が
あ
る
。
す
な
わ
ち『
抜
書
』に
よ
る『
夫
木
抄
』享
受
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。

『
香
道
蘭
之
園
』
の
証
歌
二
四
首
は
い
ず
れ
も
西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』

（
以
下
、
西
順
自
筆
本
と
略
称
）
に
収
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
『
夫
木
和
歌
抄
』

板
本
と
西
順
自
筆
本
と
の
間
で
異
同
が
あ
っ
た
の
は
、
次
の
四
首
で
あ
る
。
対
照
表

Ｂ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
ず
、
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
八
夏
部
二
・
牡
丹
の
和
歌
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。『
夫
木
和
歌
抄
』
板
本
で
は
「
庭
の
野
す
ち
」
で
あ
る
が
、

西
順
自
筆
本
で
は
「
庭
の
野
す
り
」
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
の
段
階
で
異
同
が
あ
っ
た
巻
第
廿
七
雑
部
九
動
物
部

上
・
鳥
の
和
歌
の
第
五
句
に
つ
い
て
見
る
と
、
西
順
自
筆
本
は
「
こ
ゑ
を
た
つ
ね
ん
」

と
記
し
た
「
ね
」
に
ミ
セ
ケ
チ
を
施
し
、
小
さ
く
「
ら
」
の
字
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
巻
第
一
春
部
一
・
若
菜
の
歌
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
板
本
が
「
な
ゝ
の
あ
し

た
の
」
で
あ
り
、
西
順
自
筆
本
は
「
七
の
朝
の
」
と
表
記
し
て
い
る
。

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
巻
第
十
四
秋
部
五
・
虫
、
光
俊
朝
臣
の
歌
の
第
五
句
で

あ
る
。『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
、
板
本
と
も
に
「
む
し
の
わ
ふ
る
は
」
で
あ
っ

た
も
の
が
、西
順
自
筆
本
で
は「
虫
の
わ
ふ
な
る
」に
変
更
さ
れ
て
お
り
、微
妙
に
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
変
わ
っ
て
く
る
。

福
田
安
典
氏
が
前
掲
論
文
で
「
西
順
の
し
た
こ
と
」（
二
七
〇
頁
）
と
し
て
「
①

誤
写
に
よ
る
「
新
歌
の
創
出
」、
②
新
歌
題
の
創
出
」
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
が
、

西
順
は
牡
丹
と
虫
の
和
歌
に
お
い
て
、
誤
写
に
よ
る
「
新
歌
」
の
創
出
を
行
な
っ
た

と
い
え
よ
う
。

で
は
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
板
本
は
ど
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
板
本
に
は
管
見
の
限
り
、
延
宝
二
年
、
深
江
屋
太
郎
兵
衛
（
24
）
板
（
以
下
深
江

屋
板
と
略
称
）
と
田
原
屋
平
兵
衛
板
（
田
原
屋
板
と
略
称
）、
天
和
二
年
板
、
そ
し

て
天
和
二
年
板
の
後
印
と
考
え
ら
れ
る
菊
屋
喜
兵
衛
板
、
そ
し
て
菊
屋
板
の
後
刷
り

と
考
え
ら
れ
る
三
都
書
林
に
よ
る
板
が
あ
る
。
た
だ
し
、
田
原
屋
板
は
深
江
屋
板
と

同
板
と
考
え
ら
れ
る
の
で
深
江
屋
板
と
天
和
二
年
板
を
用
い
た
。
引
き
続
き
対
照
表

Ｂ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

で
は
さ
き
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
板
本
と
西
順
自
筆
本
と
の
精
査
で
取
り
上
げ
た
四

首
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
巻
第
八
夏
部
二
・
牡
丹
の
歌
は
深
江
屋
板
、
天
和
二
年

板
と
も
に
「
庭
の
野
す
り
の
」
で
あ
り
、
巻
第
廿
七
雑
部
九
動
物
部
上
・
鳥
の
歌
も

両
板
と
も
に
「
こ
ゑ
を
た
つ
ら
ん
」
で
あ
る
。

ま
た
巻
第
一
春
部
一
・
若
菜
の
歌
に
つ
い
て
も
、
両
板
と
も
に
「
七
の
朝
の
」
で

あ
り
、
巻
第
十
四
秋
部
五
・
虫
の
歌
も
両
板
と
も
に
「
わ
ふ
な
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
巻
第
八
夏
部
二
・
鵜
河
「
此
川
に
さ
夜
更
ぬ
ら
し
桂
人
う
な
は
手
に
ま
き

舟
く
た
す
也
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
図
1
・
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
歌
は
、

『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
三
本
・
板
本
、
西
順
自
筆
本
、『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
深
江
屋

板
と
も
に
「
舟
く
た
す
な
り
」
で
異
同
は
な
い
が
、天
和
二
年
板
で
は
第
五
句
が
「
舟

ミ
た
す
也
」
と
も
読
め
る
表
記
と
な
っ
て
い
る
。「
く
」
の
字
の
字
母
は
「
久
」
で

あ
り
、
変
体
仮
名
表
記
の
場
合
、「
久
」
の
第
一
画
目
「
ノ
」
を
残
す
字
体
の
も
の

が
あ
る
。
天
和
二
年
板
の
「
く
」
は
こ
の
表
記
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
第
一
画

目
「
ノ
」
の
頭
の
筆
意
が
強
く
さ
れ
、
続
く
「
く
」
の
初
め
の
部
分
の
筆
意
も
強
い

図
１
　『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
深
江
屋
板
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

図
２
　『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
天
和
二
年
板
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
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た
め
に
、「
ミ
」を
続
け
書
き
し
た
よ
う
に
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が『
香

道
蘭
之
園
』
に
お
け
る
「
船
み
た
す
也
」
の
表
現
を
生
ん
だ
原
因
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。『
香
道
蘭
之
園
』
で
は
三
本
と
も
に
、
文
字
自
体
「
み
」
の
字
を
使
用

し
て
い
る
。
た
だ
し
「
船
み
た
す
也
」
に
な
る
と
歌
意
が
不
可
解
な
も
の
と
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
こ
で
精
査
し
た
五
首
以
外
の
歌
に
つ
い
て
は
、
深
江
屋
板
と
天
和
二
年

板
の
二
本
間
に
異
同
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
こ
こ
で
『
香
道
蘭
之
園
』
の
原
本
が
作
ら
れ
た
時
に
誤
写
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
く
。
対
照
表
Ａ
を
再
度
参
照
さ
れ
た
い
。『
夫
木

和
歌
抄
』
写
本
三
本
と
の
異
同
確
認
で
も
触
れ
た
99
蛍
香
証
歌
が
『
香
道
蘭
之
園
』

三
本
と
も
に
「
身
を
こ
か
し
け
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
124
神
路
香
証
歌
も
三

本
と
も
に
「
玉
か
き
こ
し
て
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
『
香
道
蘭
之
園
』

の
み
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
『
香
道
蘭
之
園
』
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
『
香
道
蘭
之
園
』
の
証
歌
に
異
同
が
生
じ
た

経
緯
を
纏
め
る
。
異
同
が
あ
っ
た
も
の
は
二
四
の
証
歌
の
内
、
次
の
五
首
で
あ
る
。

39
鵜
舟
香
の
「
此
川
に
さ
夜
更
ぬ
ら
し
桂
人
う
な
は
手
に
ま
き
船
み
た
す
也
」
は

『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
天
和
二
年
板
の
表
記
に
よ
る
影
響
が
う
か
が
え
、
80
牡
丹
競

香
の
「
夏
木
立
庭
の
野
す
り
の
石
の
う
へ
に
み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な
」
は
、

西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
と
、『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
深
江
屋
板
・
天
和

二
年
板
に
お
け
る
記
述
が
反
映
し
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
82
何
鳥
香
「
な
そ
も
か
く
人
の
心
の
う
か
れ
鳥
別
れ
も
よ
ほ
す
声
を
た
つ
ら

ん
」
の
第
五
句
「
た
つ
ら
ん
」
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
桂
宮
本
以
外
の
二
写
本
、『
夫

木
和
歌
抄
』
野
田
板
、
そ
し
て
西
順
自
筆
本
で
は
ミ
セ
ケ
チ
処
置
と
「
ら
」
が
付
字

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
深
江
屋
板
・
天
和
二
年
板
と
も

に
「
ら
ん
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

87
七
種
香
「
君
が
た
め
七
の
朝
の
七
草
に
猶
つ
み
そ
へ
ん
よ
ろ
つ
よ
の
は
る
」
の

「
七
の
朝
は
」、『
夫
木
和
歌
抄
』
写
本
永
青
文
庫
本
・
桂
宮
本
、『
夫
木
和
歌
抄
』
野

田
板
、
そ
し
て
西
順
自
筆
本
、『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
深
江
屋
板
・
天
和
二
年
板
に

準
ず
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
119
虫
撰
香
「
住
な
れ
し
も
と
の
野
原
や
忍
ふ
ら
ん
う
つ
す
虫
屋
に
虫
の
わ

ふ
な
る
」
結
句
部
分
「
わ
ふ
な
る
」
に
つ
い
て
も
、
西
順
自
筆
本
で
の
記
述
「
わ
ふ

な
る
」
に
端
を
発
し
て
の
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
板
本
で
の
「
わ
ふ
な
る
」
で
あ
り
、

そ
れ
が
虫
撰
香
証
歌
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
一
章
で
『
香
道
蘭
之
園
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
鈴
鹿
周
斎
の
伝
え
る
所
を
栗
本

穏
置
の
意
を
汲
ん
で
整
理
し
、『
蘭
之
園
』
と
い
う
書
名
を
付
け
た
の
は
沾
凉
で
あ

る
が
、
彼
一
人
の
著
作
で
は
な
く
、
何
代
か
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
も
の
と
察

せ
ら
れ
る
、
と
記
し
た
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
組
香
の
考
案
者
は
複
数
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
80
牡
丹
競
香
と
119
虫
撰
香
が
、
西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集

抜
書
』
で
の
記
述
に
端
を
発
し
た
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
組
香
は
延
宝

二（
一
六
七
四
）年
以
後
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
39
鵜
船
香
に
つ
い
て
は『
夫

木
和
歌
集
抜
書
』
天
和
二
年
板
の
「
天
和
二
壬
戌
年
仲
春
下
旬
」（
一
六
八
二
年
）

を
待
っ
て
の
成
立
と
い
う
可
能
性
が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

本
稿
で
精
査
し
た
二
四
の
組
香
証
歌
は
、
す
べ
て
西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜

書
』、
天
和
二
年
板
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
掲
載
の
和
歌
と
一
致
し
て
い
た
。
さ
ら

に
第
二
章
で
の
精
査
に
よ
っ
て
、
80
牡
丹
競
香
の
証
歌
「
夏
木
立
庭
の
野
す
り
の
石

の
う
へ
に
み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な
」
と
119
虫
撰
香
証
歌
「
住
な
れ
し
も
と
の

野
原
や
忍
ふ
ら
ん
う
つ
す
虫
屋
に
虫
の
わ
ふ
な
る
」
が
西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集

抜
書
』
で
の
記
述
に
端
を
発
し
た
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
組
香
は
、
延

宝
二
（
一
六
七
四
）
年
以
後
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
39
鵜
船
香
証
歌
「
此
川
に
小
夜
ふ
け
ぬ
ら
し
桂
人
う
縄
手
に
ま
き
船
み
た
す

也
」
に
つ
い
て
は
、『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
天
和
二
年
板
の
表
記
に
よ
る
可
能
性
が

高
い
と
す
れ
ば
、
鵜
船
香
は
「
天
和
二
壬
戌
年
仲
春
下
旬
」（
一
六
八
二
年
）
以
降

の
成
立
と
推
測
で
き
る
。
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『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
板
本
の
跋
文
で
西
順
は
「
連
歌
初
学
の
人
〳
〵
と
し
こ
ろ

懇
望
あ
り
て
、
つ
け
あ
ひ
な
と
に
其
た
よ
り
あ
る
へ
か
ら
ん
歌
と
も
を
一
々
題
を
残

さ
す
す
こ
し
つ
ゝ
か
き
出
侍
り
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
書
は
和
歌

を
鑑
賞
す
る
た
め
で
は
な
く
、
連
歌
の
付
合
の
た
め
の
書
と
し
て
、
連
歌
愛
好
者
の

た
め
に
編
集
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
本
と
考
え
ら
れ
る
。
西
順
自
筆
本
が
延
宝
二

（
一
六
七
四
）
年
に
著
さ
れ
、
同
年
に
俳
諧
関
係
の
書
肆
と
し
て
特
徴
を
持
つ
深
江

屋
（
福
田
安
典
氏
前
掲
論
文
二
七
四
頁
）
と
田
原
屋
か
ら
板
行
さ
れ
、
そ
の
八
年
後

の
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
に
重
板
さ
れ
、
後
印
の
菊
屋
板
、
さ
ら
に
は
三
都
書
林

板
と
板
が
重
ね
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
和
歌
文
学
が
印
刷
に
付
さ
れ
る
の
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
」
と
市
古
夏

生
氏
は
そ
の
著
書
『
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
』（
若
草
書
房
、
一
九
九
八
年
、

二
八
三
頁
）
で
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
歌
書
の
種
類
と
し
て
、
勅
撰
集
、『
夫
木
和

歌
抄
』
な
ど
の
私
撰
集
、
家
集
、
歌
合
、
定
数
歌
、
歌
論
、
注
釈
書
、
秘
伝
書
と
多

岐
に
渉
る
歌
書
の
需
要
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
頁
）。

こ
う
し
た
近
世
の
出
版
文
化
を
背
景
に
、
連
歌
・
俳
諧
の
流
行
も
相
ま
っ
て
多
く
の

俳
書
や
、
連
歌
・
俳
諧
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
組
香
の
考
案
者
が
、西
順
自
筆
本『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』と
天
和
二
年
板『
夫

木
和
歌
集
抜
書
』、
そ
の
両
方
を
見
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
複
数
の
も
の

を
見
た
可
能
性
よ
り
も
、
重
板
さ
れ
流
布
し
て
い
た
板
本
を
見
た
可
能
性
の
方
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
天
和
二
年
板
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
組
香
の
考
案
さ

れ
た
時
期
の
上
限
が
推
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
第
一
章
で
記
し
た
が
、『
香
道
蘭
之
園
』
掲
載
組
香
で
証
歌
の
据
え
ら
れ
て

い
る
組
香
四
三
の
う
ち
、
二
四
が
『
夫
木
和
歌
抄
』
由
来
の
も
の
で
、
約
五
割
六
分

を
占
め
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
二
四
首
は
す
べ
て
西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌

集
抜
書
』、天
和
二
年
板
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
掲
載
の
和
歌
と
一
致
し
て
い
た
こ
と
。

ま
た
神
保
博
行
氏
は
『
香
道
の
歴
史
事
典
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
五
〇
頁
）

で
「
証
歌
の
出
現
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。」
と
述
べ

ら
れ
る
の
み
で
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
世
の
出
版
文
化
の
産
物
で
あ

る
こ
れ
ら
板
本
と
の
関
わ
り
が
、
証
歌
出
現
の
発
端
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
得
る
。

『
夫
木
和
歌
抄
』
の
享
受
と
い
え
ば
、
そ
れ
以
後
の
勅
撰
集
に
多
少
と
も
資
料
と

な
っ
て
そ
の
形
成
に
与
っ
た
こ
と
、
室
町
以
後
の
類
題
歌
集
や
歌
枕
書
類
に
も
多
く

の
歌
を
提
供
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
連
歌
の
付
合
や
証
歌
の
検
索
に
利
用
さ
れ
た
り
し

た
こ
と
な
ど
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
福
田
秀
一
「
夫
木
和
歌
抄
」『
中

世
和
歌
史
の
研
究　

続
編
』
岩
波
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
、

二
三
九
頁
）。
こ
れ
ら
を
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
第
一
次
享
受
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
板

本
に
よ
る
流
布
を
経
た
そ
の
先
の
、
西
順
に
よ
る
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
の

出
現
は
第
二
次
享
受
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
80
牡
丹
競
香
の
証
歌
「
庭
の
野
す
り
」

が
「
庭
の
野
す
ち
」
に
、119
虫
撰
香
の
証
歌
「
虫
の
わ
ふ
な
る
」
が
「
虫
の
わ
ふ
る
は
」

に
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
福
田
安
典
氏
が
指
摘
（
前
掲
論

文
）
す
る
と
こ
ろ
の
「『
抜
書
』
に
よ
る
『
夫
木
抄
』
享
受
」
の
結
果
で
あ
り
、「『
抜

書
』
に
よ
っ
て
の
み
『
夫
木
和
歌
抄
』
に
触
れ
た
人
間
」
が
「
浩
瀚
な
『
夫
木
抄
』

を
見
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
」、
こ
れ
ら
の
組
香
を
考
案
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
連
歌
や
俳
諧
の
人
々
と
同
様
な
享
受
が
な
さ
れ
た
実
例
と
言

え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、『
香
道
蘭
之
園
』
の
こ
れ
ら
の
組
香
は
『
夫
木
和
歌
抄
』

の
近
世
的
享
受
に
よ
る
産
物
で
あ
り
、
第
三
次
享
受
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
） 

本
書
を
翻
刻
し
、注
と
解
説
を
付
け
た
も
の
に
、尾
崎
左
永
子
・
薫
遊
舎
校
注
『
香

道
蘭
之
園
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
尾
崎
左
永
子
・
薫
遊
舎
校
注
『
増
補

改
訂
版　

香
道
蘭
之
園
』（
淡
交
社
、二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。
改
訂
版
「
解
題
」

（
四
四
七
頁
）
で
尾
崎
氏
は
「
本
書
の
組
香
も
、
実
際
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
を

典
拠
と
し
た
も
の
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
歌
の
生
ま

れ
た
時
代
に
近
い
出
典
を
見
出
す
よ
う
心
が
け
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
18
船
路
香
は
『
千
五
百
番
歌
合
』、
64
貝
合
香
『
山
家
集
』、
102
早
苗
香
『
任

二
集
』、
124
神
路
香
『
万
代
和
歌
集
』、
133
子
日
香
『
新
選
六
帖
題
和
歌
』
と
い
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う
出
典
表
記
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
組
香
を
含
め
て
本
稿
で
扱
う
二
四
の

組
香
証
歌
は
『
夫
木
和
歌
抄
』
収
載
の
和
歌
で
あ
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う

に
和
歌
に
変
形
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
夫
木
和
歌
抄
が
典

拠
と
し
た
も
の
を
元
に
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

（
２
） 『
香
道
蘭
之
園
』
の
概
要
と
成
立
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
源
氏
千
種

香
の
依
拠
本
を
探
る
」（『
総
研
大　

文
化
科
学
研
究
』
第
９
号
、
二
〇
一
三
年

三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
） 

本
稿
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
御
所
本
『
香
道
蘭
之
園
』（
一
六
三
―
八
八
五
）

十
巻
五
分
冊
付
録
一
巻
一
冊
、
縦
二
九
・
二
セ
ン
チ
、
横
二
一
・
二
セ
ン
チ
、
楮

紙
袋
綴
、
全
四
九
一
丁
、
一
面
お
よ
そ
十
行
書
、
蔵
印
「
御
府
」、
五
分
冊
の

表
紙
は
鬱
金
色
秋
草
文
様
、
付
録
巻
は
茜
色
波
文
様
で
保
存
状
態
良
好
な
美
麗

本
を
底
本
と
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
（
二
〇
七
―
一
五
七
）
の
別
写
本
と
国

立
国
会
図
書
館
本
を
参
照
し
た
。

（
４
） 『
夫
木
和
歌
抄
』
に
つ
い
て
は
細
川
家
永
青
文
庫
本
（『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊　

夫
木
和
歌
抄
（
上
・
下
）』
一
九
八
三
年
）、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
桂
宮
本
（『
圖

書
寮
叢
刊　

夫
木
和
歌
抄
一
〜
五
』
一
九
八
四
、一
九
八
五
、一
九
八
六
、

一
九
八
七
、一
九
八
八
年
）、
静
嘉
堂
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
『
夫
木
和
歌
抄
』

（『
新
編
国
歌
大
観　

第
二
巻　

私
撰
集
編　

歌
集
』
一
九
八
四
年
）
を
用
い
た
。

（
５
） 『
夫
木
和
歌
抄
』
板
本
に
つ
い
て
は
、
寛
文
五
年　

野
田
庄
右
衛
門
刊
『
夫
木

和
歌
鈔
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
タ
２̶

119̶

１
〜
37
）
三
十
七
冊
、
縦

二
七
・
七
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
七
セ
ン
チ
、
表
紙
紺
色
無
地
、
題
簽
左
上
「
夫
木

和
歌
鈔
」
楮
紙
袋
綴
、
全
二
〇
〇
四
丁
、
一
面
十
行
、
詞
書
数
行
、
作
者
名
一
行
、

和
歌
一
行
「
寛
文
五
乙
巳
年
正
月
吉
辰
刊
。
烏
丸
通
下
立
賣
下
ル
町
野
田
庄
右

衛
門
」
を
用
い
た
。

（
６
） 

延
宝
二
年　

西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
哥
抄
抜
書
』（
愛
媛
大
学
図
書
館
蔵　

鈴

鹿
文
庫
五
二
七
デ
ジ
タ
ル
画
像
）
を
用
い
た
。

（
７
） 

延
宝
二
年　

深
江
屋
太
郎
兵
衛
刊
『
夫
木
抄
抜
書
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

タ
２̶

238̶

１
〜
４
）
四
冊
、
縦
二
七
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
五
セ
ン
チ
、
表
紙

縹
色
無
地
、
題
簽
右
上
「
三
十
一
共
四
巻
」
楮
紙
袋
綴
、
全
一
六
〇
丁
、
一
面

十
四
行
、
和
歌
、
作
者
名
で
一
行
「
延
宝
二
年
季
秋
桑
門
西
順
／
大
坂
呉
服
町

書
林
深
江
屋
太
郎
兵
衛
開
板
」
と
天
和
二
年
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』（
国
文
学

研
究
資
料
館
蔵
タ
２̶

122
）
一
冊
、
縦
一
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
一
・
五
セ
ン
チ
、

表
紙
薄
茶
刷
毛
目
、
題
簽
左
上
「
夫
木
和
歌
集
」
楮
紙
袋
綴
、
全
二
五
〇
丁
、

一
面
九
行
、
和
歌
、
作
者
名
で
一
行
、
を
用
い
た
。
跋
文
巻
末
に
「
天
和
二
壬

戌
年
仲
春
下
旬
」
と
あ
る
が
板
元
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
と
同
板
の
弘

前
図
書
館
蔵
（
272̶

40̶

１
）
跋
文
巻
末
に
は
「
天
和
二
壬
戌
年
仲
春
下
旬
／
菊

屋
喜
兵
衛
板
」
と
あ
る
。
菊
屋
喜
兵
衛
は
、『
改
訂
増
補　

近
世
書
林
版
元
総
覧
』

（
二
九
二
頁
）
に
拠
れ
ば
、「
宝
永
の
開
業
。」
と
あ
る
の
で
菊
屋
板
は
後
印
と

思
わ
れ
る
。
な
お
翻
字
に
際
し
て
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
、
濁
点
、
仮
名

遣
い
な
ど
底
本
の
通
り
に
し
た
。
ま
た
読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
旧
漢
字
、

異
体
字
、
略
体
は
で
き
る
か
ぎ
り
通
常
の
字
体
に
改
め
、
表
作
成
に
お
い
て
は

適
宜
改
行
し
た
。

（
８
） 

京
都
で
は
、
志
野
八
世
蜂
谷
宗
栄
・
九
世
宗
先
に
よ
る
『
香
道
箇
条
目
録
』、
空

華
庵
忍
鎧
に
よ
る
『
十
種
香
暗
部
山
』『
香
会
余
談
』、
大
坂
で
は
大
枝
流
芳
に

よ
る
『
香
道
秋
の
光
』『
香
道
千
代
の
秋
』『
香
道
滝
之
糸
』『
香
道
軒
の
玉
水
』

が
見
ら
れ
る
。

（
９
） 

香
名
を
連
歌
的
に
繋
げ
て
炷
き
続
け
る
炷
継
や
、
部
屋
や
家
具
、
着
物
や
装
身

具
に
香
を
炷
き
し
め
る
空
炷
な
ど
。

（
10
） 

連
歌
寄
合
の
書
に
お
い
て
証
歌
は
、「
あ
る
表
現
が
和
歌
に
存
在
す
る
こ
と
の

証
明
と
し
て
掲
げ
る
歌
の
意
味
で
と
り
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」（
鈴

木
元
「
連
歌
寄
合
と
本
歌
、
証
歌
」『
文
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
第

12
巻
・
第
４
号
、
一
四
六
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
香
道
組
香
の
証
歌
と
は
意

味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
。

（
11
） 「
香
道
家
。
生
没
年
未
詳
。
正
保
〜
延
宝
頃
の
人
。
周
斎
と
号
す
。
初
め
京
都

に
住
し
、
公
家
諸
家
の
組
香
を
伝
授
し
て
香
人
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
。
延
宝

初
年
江
戸
に
移
り
、
同
五
年
、
山
下
弘
永
に
伝
授
。
衣
山
宗
秀
と
共
に
関
東
に

香
道
を
広
め
た
。」（『
国
書
人
名
辞
典　

第
二
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、

六
〇
六
頁
）。

（
12
） 「
生
没
年
不
詳
。
姓
は
「
い
や
ま
」
と
も
「
き
ぬ
や
ま
」
と
も
読
め
、
特
定
で

き
な
い
。」（
神
保
博
行
『
香
道
の
歴
史
辞
典
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、

三
五
一
〜
三
五
二
頁
）。

（
13
） 「
宝
永（
一
七
〇
四
〜
一
一
）頃
の
香
人
。
号
は
紫
甘
翁
。
後
略
」（
注
12
前
掲
書
、

三
二
一
頁
）。

（
14
） 「
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
生
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
没
。
―
中
略
―　

磐
城
平
藩
主
内
藤
義
康
（
風
虎
）
の
次
男
。
―
中
略
―　

江
戸
赤
坂
溜
池
に
生

ま
れ
る
。
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
従
五
位
下
、
下
野
守
に
叙
任
さ
れ
る
が
、
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家
中
の
内
紛
に
よ
り
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
廃
嫡
と
な
っ
て
退
身
し
麻
布
六

本
木
に
移
り
、
以
後
風
流
三
昧
の
一
生
を
送
る
。
父
風
虎
の
影
響
で
早
く
か
ら

俳
諧
に
親
し
み
、
宗
因
門
。
諸
俳
人
と
交
わ
り
、
芭
蕉
と
の
親
交
も
深
か
っ
た
。」

（『
国
書
人
名
辞
典　

第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
七
八
九
頁
）

（
15
） 
真
島
望
「
菊
岡
沾
凉
の
絵
入
俳
書
」（『
成
城
国
文
学
』
第
二
四
号
、二
〇
〇
八
年
、

五
三
頁
）。

 

「
絵
俳
書
も
『
綾
錦
』
も
、
過
去
に
わ
ず
か
に
散
在
し
た
要
素
を
端
緒
と
し
て
、

そ
れ
を
自
ら
の
編
著
の
糧
と
し
た
い
う
点
で
、
完
全
な
独
創
で
は
な
か
っ
た
に

せ
よ
、
む
し
ろ
見
る
べ
き
は
、
そ
れ
を
高
度
に
か
つ
大
衆
受
け
す
る
書
と
し
て

昇
華
せ
し
め
る
卓
抜
な
編
集
能
力
な
の
で
あ
る
。」

（
16
） 

師
匠
に
つ
い
て
薀
蓄
を
極
め
た
弟
子
に
、
師
匠
か
ら
直
接
に
免
許
皆
伝
の
印
可

証
明
が
与
え
ら
れ
、
与
え
ら
れ
た
者
は
次
に
自
分
の
弟
子
に
対
し
て
秘
伝
と
相

伝
の
す
べ
て
を
渡
す
と
い
う
も
の
。

 

西
山
松
之
助「
近
世
の
遊
芸
論
」（『
日
本
思
想
大
系　

近
世
芸
道
論
』岩
波
書
店
、

一
九
七
二
年
、
六
一
二
〜
六
四
四
頁
）

（
17
） 

証
歌
と
し
て
和
歌
が
据
え
ら
れ
て
い
な
い
組
香
で
も
、
題
材
と
さ
れ
て
い
る
文

芸
が
何
で
あ
る
か
は
、
香
名
や
聞
き
の
名
目
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
古
十
組（
一
番
古
い
時
期
に
成
立
し
た
組
香（
注
12
前
掲
書
、

四
五
頁
））
と
呼
ば
れ
る
組
香
に
は
文
学
的
主
題
を
持
た
な
い
小
鳥
香
や
小
草

香
の
よ
う
な
頓
知
で
競
う
も
の
や
、
香
の
図
で
視
覚
的
に
楽
し
む
も
の
も
あ
る
。

（
18
） 

香
札
で
答
え
る
こ
と
。

（
19
） 

あ
ら
か
じ
め
組
香
の
主
題
や
出
典
文
学
に
拠
る
こ
と
ば
が
指
定
さ
れ
、
そ
の
こ

と
ば
で
答
え
る
。
答
え
は
名
乗
り
紙
（
回
答
用
紙
）
に
書
く
。

（
20
） 

組
香
に
お
い
て
最
も
基
本
的
な
香
の
組
方
の
こ
と
。

（
21
） 

147
雪
香
は
こ
の
他
に
も
証
歌
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。「
富
士
の
根
に
ふ
り
お
く

雪
は
み
な
月
の
も
ち
に
消
れ
は
そ
の
夜
ふ
り
け
り
」『
万
葉
集
』
雑　

高
橋
虫

麻
呂
、「
き
ぬ
か
へ
に
さ
こ
そ
は
雪
の
つ
も
る
ら
め
名
に
ふ
り
に
け
る
越
の
し

ら
山
」『
続
後
撰
和
歌
集
』
冬　

安
嘉
門
院
甲
斐
、
の
二
首
で
あ
る
が
、『
夫
木

和
歌
抄
』
由
来
の
和
歌
で
は
な
い
の
で
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

 

ま
た
129
衣
更
着
香
も
、
出
典
未
詳
歌
「
行
ち
か
ふ
そ
ら
に
つ
は
め
の
あ
る
は
な

く
な
き
は
数
そ
ふ
は
つ
か
り
の
声
」
が
証
歌
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
。

 

『
香
道
蘭
之
園
』
に
は
、
二
首
以
上
の
和
歌
が
証
歌
と
し
て
据
え
ら
れ
る
組
香

が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
三
夕
香
の
よ
う
に
複
数
歌
で
一
組
に

な
る
よ
う
な
も
の
が
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
80
牡
丹
競
香
で
は
慈
鎮
の

和
歌
と
漢
詩
の
一
文
で
証
歌
の
働
き
を
果
た
し
て
い
る
。

 

和
歌
と
漢
詩
の
組
合
せ
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
漢
詩
は
、『
古
文
真

宝
後
集
』
巻
之
二
「
説
類
」
収
載
の
宋
の
人
・
周
茂
叔
に
よ
る
「
愛
蓮
説
」
の

一
節
「
自
二

李
唐
一

来
       タ

世
人
甚

       ダ

愛
二   ス

牡
丹
一   ヲ

」
で
あ
る
。

（
22
） 

西
順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
と
板
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
の
間
に
お

い
て
は
、
跋
文
は
異
な
る
も
、
そ
の
ほ
か
の
異
同
は
な
い
。

（
23
） 「
僧
侶
・
連
歌
作
者
。
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
生
、
没
年
未
詳
。
元
禄
六

（
一
六
九
三
）年
七
十
八
歳
で
生
存
。
同
八
年
ま
で
に
没
か
。
大
坂
堂
島
に
住
す
。」

（
注
11
前
掲
書
、
三
一
二
頁
）。

（
24
） 

雲
英
末
雄
「
深
江
屋
太
郎
兵
衛
の
出
版
活
動
」（『
江
戸
文
学
』
15
、
一
九
九
六

年
五
月
）
に
拠
れ
ば
、「
深
江
屋
の
出
版
活
動
の
最
盛
期
は
延
宝
後
期
に
お
け
る
、

大
坂
談
林
の
俳
書
の
出
版
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。」（
四
六
頁
）
と
あ

り
、
参
照
さ
れ
た
い
。
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夫
木
和
歌
抄
由
来
の
和
歌
を
証
歌
と
す
る
『
香
道
蘭
之
園
』
掲
載
組
香
　
証
歌
対
照
表
Ａ

巻
数
・
組
香
名
・
番
号

宮
内
庁
書
陵
部
一
六
三
―
八
八
五

宮
内
庁
書
陵
部
二
〇
七
―
一
五
七

国
会
図
書
館
本

夫
木
和
歌
抄
　
巻
・
部
・
題
・
作
者

二
・
10
・
千
と
せ
香

さ
き
草
の
三
ッ
葉
よ
つ
は
に
枝
か
は
す

松
の
ち
と
せ
は
君
か
ま
に
〳
〵

さ
き
草
の
三
葉
よ
つ
は
に
枝
か
は
す

松
の
千
と
せ
は
君
か
ま
に
〳
〵

さ
き
草
の
三
葉
よ
つ
は
に
枝
か
は
す

松
の
千
と
せ
は
君
か
ま
に
〳
〵

巻
第
廿
九
・
雑
部
十
一
植
物
下

松
・
俊
恵
法
師

二
・
18
・
船
路
香

高
砂
や
漕
の
く
船
も
打
む
れ
て
風
や
す

け
な
る
浪
の
う
へ
か
な

高
砂
や
漕
の
く
船
も
打
む
れ
て
風
や
す

け
な
る
浪
の
う
へ
か
な

高
砂
や
漕
の
く
船
も
打
む
れ
て
風
や
す

け
な
る
浪
の
う
へ
か
な

巻
第
丗
三
・
雑
部
十
五

船
・
具
親
朝
臣

二
・
29
・
秋
草
香

い
か
は
か
り
あ
た
に
ち
る
ら
ん
秋
風
の

は
け
し
き
野
へ
の
露
草
の
花

い
か
は
か
り
あ
た
に
ち
る
ら
ん
秋
風
の

は
け
し
き
野
へ
の
露
草
の
花

い
か
は
か
り
あ
た
に
ち
る
ら
ん
秋
風
の

は
け
し
き
野
へ
の
露
草
の
花

巻
第
十
一
・
秋
部
二

秋
花
・
俊
頼
朝
臣

三
・
39
・
鵜
船
香

此
川
に
小
夜
ふ
け
ぬ
ら
し
桂
人

う
縄
手
に
ま
き
船
み
た
す
也

此
川
に
小
夜
ふ
け
ぬ
ら
し
桂
人

う
縄
手
に
ま
き
船
み
た
す
也

此
川
に
小
夜
ふ
け
ぬ
ら
し
桂
人

う
縄
手
に
ま
き
船
み
た
す
也

巻
第
八
・
夏
部
二

鵜
河
・
光
俊
朝
臣

三
・
45
・
菊
合
香

垣
根
な
る
菊
の
き
せ
わ
た
け
さ
見
れ
は

ま
た
き
盛
の
花
咲
に
け
り

垣
根
な
る
菊
の
き
せ
わ
た
け
さ
見
れ
は

ま
た
き
盛
の
花
咲
に
け
り

垣
根
な
る
菊
の
き
せ
わ
た
け
さ
見
れ
は

ま
た
き
盛
の
花
咲
に
け
り

巻
第
十
四
・
秋
部
五

菊
・
信
実
朝
臣

三
・
50
・
風
音
香

吹
よ
は
る
た
え
ま
〳
〵
に
き
こ
ゆ
也

入
相
の
か
ね
を
う
つ
む
山
か
せ

吹
よ
は
る
た
え
ま
〳
〵
に
き
こ
ゆ
也

入
相
の
か
ね
を
う
つ
む
山
か
せ

吹
よ
は
る
た
え
ま
〳
〵
に
き
こ
ゆ
也

入
相
の
か
ね
を
う
つ
む
山
か
せ

巻
第
丗
二
・
雑
部

鐘
・
後
鳥
羽
院
御
製

四
・
58
・
草
苅
香

み
ま
き
野
の
草
か
り
笛
の
わ
ら
は
こ
ゑ

あ
な
か
ま
と
の
み
よ
そ
へ
て
そ
き
く

み
ま
き
野
の
草
か
り
笛
の
わ
ら
は
こ
ゑ

あ
な
か
ま
と
の
み
よ
そ
へ
て
そ
き
く

み
ま
き
野
の
草
か
り
笛
の
わ
ら
は
こ
ゑ

あ
な
か
ま
と
の
み
よ
そ
へ
て
そ
き
く

巻
第
丗
二
・
雑
部

笛
・
信
実
朝
臣

四
・
64
・
貝
合
香

今
そ
知
る
二
見
の
浦
の
は
ま
く
り
を
貝

合
と
て
お
ほ
ふ
な
り
け
り

今
そ
知
る
二
見
の
浦
の
は
ま
く
り
を
貝

合
と
て
お
ほ
ふ
な
り
け
り

今
そ
知
る
二
見
の
浦
の
は
ま
く
り
を
貝

合
と
て
お
ほ
ふ
な
り
け
り

巻
第
廿
五
・
雑
部
七

浦
・
西
行
上
人

五
・
80
・
牡
丹
競
香

夏
木
立
庭
の
野
す
り
の
石
の
う
へ
に

み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な

夏
木
立
庭
の
野
す
り
の
石
の
う
へ
に

み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な

夏
木
立
庭
の
野
す
り
の
石
の
う
へ
に

み
ち
て
色
こ
き
ふ
か
み
草
か
な

巻
第
八
・
夏
部
二

牡
丹
・
慈
鎮
和
尚

五
・
82
・
何
鳥
香

な
そ
も
か
く
人
の
心
の
う
か
れ
鳥

別
れ
も
よ
ほ
す
声
を
た
つ
ら
ん

な
そ
も
か
く
人
の
心
の
う
か
れ
鳥

別
れ
も
よ
ほ
す
声
を
た
つ
ら
ん

な
そ
も
か
く
人
の
心
の
う
か
れ
鳥

別
れ
も
よ
ほ
す
声
を
た
つ
ら
ん

巻
第
廿
七
・
雑
部
九
動
物
上

鳥
・
光
明
峯
寺
入
道
摂
政

五
・
87
・
七
種
香

君
か
た
め
七
の
朝
の
七
草
に

猶
つ
み
そ
へ
ん
よ
ろ
す
よ
の
は
る

君
か
た
め
七
の
朝
の
七
草
に

猶
つ
み
そ
へ
ん
よ
ろ
す
よ
の
は
る

君
か
た
め
七
の
朝
の
七
草
に

猶
つ
み
そ
へ
ん
よ
ろ
す
よ
の
は
る

巻
第
一
・
春
部
一

若
菜
・
権
僧
正
公
朝

五
・
90
・
花
蝶
香

お
も
し
ろ
や
花
に
む
つ
る
ゝ
か
ら
て
ふ

の
な
れ
は
や
我
も
お
も
ふ
あ
た
り
に

お
も
し
ろ
や
花
に
む
つ
る
ゝ
か
ら
て
ふ

の
な
れ
は
や
我
も
お
も
ふ
あ
た
り
に

お
も
し
ろ
や
花
に
む
つ
る
ゝ
か
ら
て
ふ

の
な
れ
は
や
我
も
お
も
ふ
あ
た
り
に

巻
第
廿
七
・
雑
部
九
動
物
下

蝶
・
源
仲
正

五
・
94
・
橘
香

あ
や
め
ふ
く
蓬
の
宿
の
夕
風
に

匂
ひ
す
ゝ
し
き
軒
の
橘

あ
や
め
ふ
く
蓬
の
宿
の
夕
風
に

匂
ひ
す
ゝ
し
き
軒
の
橘

あ
や
め
ふ
く
蓬
の
宿
の
夕
風
に

匂
ひ
す
ゝ
し
き
軒
の
橘

巻
第
七
・
夏
部
一

橘
・
衣
笠
内
大
臣
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五
・
99
・
蛍
香

夏
む
し
の
身
を
こ
か
し
け
る
ひ
か
り
こ

そ
闇
に
ま
よ
は
ぬ
し
る
へ
な
り
け
れ

夏
む
し
の
身
を
こ
か
し
け
る
ひ
か
り
こ

そ
闇
に
ま
よ
は
ぬ
し
る
へ
な
り
け
れ

夏
む
し
の
身
を
こ
か
し
け
る
ひ
か
り
こ

そ
闇
に
ま
よ
は
ぬ
し
る
へ
な
り
け
れ

巻
第
八
・
夏
部
二

蛍
・
寂
連
法
師

五
・
102
・
早
苗
香

さ
な
へ
と
る
御
田
の
う
へ
め
も
い
ろ 

〳
〵
に
袖
を
つ
ら
ね
て
祝
ふ
け
ふ
か
な

さ
な
へ
と
る
御
田
の
う
へ
め
も
い
ろ 

〳
〵
に
袖
を
つ
ら
ね
て
祝
ふ
け
ふ
か
な

さ
な
へ
と
る
御
田
の
う
へ
め
も
い
ろ 

〳
〵
に
袖
を
つ
ら
ね
て
祝
ふ
け
ふ
か
な

巻
第
七
・
夏
部
一

早
苗
・
従
二
位
家
隆
卿

六
・
119
・
虫
撰
香

住
な
れ
し
も
と
の
野
原
や
忍
ふ
ら
ん

う
つ
す
虫
屋
に
虫
の
わ
ふ
な
る

住
な
れ
し
も
と
の
野
原
や
忍
ふ
ら
ん

う
つ
す
虫
屋
に
虫
の
わ
ふ
な
る

住
な
れ
し
も
と
の
野
原
や
忍
ふ
ら
ん

う
つ
す
虫
屋
に
虫
の
わ
ふ
な
る

巻
第
十
四
・
秋
部
五

虫
・
光
俊
朝
臣

六
・
124
・
神
路
香

神
路
山
玉
か
き
こ
し
て
見
わ
た
せ
は
杉

間
に
高
き
ち
き
の
か
た
そ
き

神
路
山
玉
か
き
こ
し
て
見
わ
た
せ
は
杉

間
に
高
き
ち
き
の
か
た
そ
き

神
路
山
玉
か
き
こ
し
て
見
わ
た
せ
は
杉

間
に
高
き
ち
き
の
か
た
そ
き

巻
第
丗
四
・
雑
部
十
六

神
祇
・
僧
正
行
意

六
・
125
・
石
清
水
香

石
清
水
す
み
は
し
め
け
ん
月
影
の

み
つ
の
衣
の
か
け
そ
う
つ
り
し

石
清
水
す
み
は
し
め
け
ん
月
影
の

み
つ
の
衣
の
か
け
そ
う
つ
り
し

石
清
水
す
み
は
し
め
け
ん
月
影
の

み
つ
の
衣
の
か
け
そ
う
つ
り
し

巻
第
丗
四
・
雑
部
十
六

神
祇
・
衣
笠
内
大
臣

六
・
129
・
衣
更
着
香

め
つ
ら
し
く
つ
は
め
軒
端
に
き
な
る
れ

は
霞
か
く
れ
に
雁
帰
る
也

め
つ
ら
し
く
つ
は
め
軒
端
に
き
な
る
れ

は
霞
隠
れ
に
雁
帰
る
也

め
つ
ら
し
く
つ
は
め
軒
端
に
き
な
る
れ

は
霞
か
く
れ
に
雁
帰
る
也

巻
第
三
・
春
部
三

燕
・
野
宮
左
大
臣

七
・
133
・
子
日
香

け
ふ
は
又
雪
ま
の
を
は
き
つ
み
ま
せ
て

野
へ
の
若
菜
の
か
す
や
ま
さ
ら
ん

け
ふ
は
又
雪
ま
の
を
は
き
つ
み
ま
せ
て

野
へ
の
若
菜
の
か
す
や
ま
さ
ら
ん

け
ふ
は
又
雪
ま
の
を
は
き
つ
み
ま
せ
て

野
へ
の
若
菜
の
か
す
や
ま
さ
ら
ん

巻
第
一
・
春
部
一

若
菜
・
信
実
朝
臣

七
・
140
・
皐
月
香

あ
や
め
草
九
節
を
や
と
ゝ
の
へ
て

玉
の
よ
と
の
に
け
ふ
は
ふ
く
ら
ん

あ
や
め
草
九
節
を
や
と
ゝ
の
へ
て

玉
の
よ
殿
に
け
ふ
は
ふ
く
ら
ん

あ
や
め
草
九
節
を
や
と
ゝ
の
へ
て

玉
の
よ
殿
に
け
ふ
は
ふ
く
ら
ん

巻
第
七
・
夏
部
一

菖
蒲
・
後
徳
大
寺
左
大
臣

七
・
143
・
川
浪
香

底
す
み
て
浪
こ
ま
か
な
る
さ
ゝ
れ
水

渡
り
や
ら
れ
ぬ
山
川
の
影

底
す
み
て
浪
こ
ま
か
な
る
さ
ゝ
れ
水

渡
り
や
ら
れ
ぬ
山
川
の
影

底
す
み
て
浪
こ
ま
か
な
る
さ
ゝ
れ
水

渡
り
や
ら
れ
ぬ
山
川
の
影

巻
第
廿
六
・
雑
部
八

水
・
西
行
上
人

七
・
147
・
雪
香

さ
ゝ
浪
や
ひ
ら
の
山
颪
海
か
け
て

ひ
と
つ
に
な
ひ
く
雪
の
白
雲

さ
ゝ
浪
や
ひ
ら
山
颪
海
か
け
て

ひ
と
つ
に
な
ひ
く
雪
の
し
ら
雲

さ
ゝ
浪
や
ひ
ら
山
颪
海
か
け
て

ひ
と
つ
に
な
ひ
く
雪
の
し
ら
雲

巻
第
十
八
・
冬
部
三

雪
・
民
部
卿
為
家
卿

七
・
151
・
み
あ
れ
香

あ
ふ
ひ
草
か
さ
り
車
の
け
し
き
ま
て

け
ふ
は
こ
と
な
る
物
見
と
そ
き
く

あ
を
ひ
草
か
さ
り
車
の
け
し
き
ま
て

け
ふ
は
こ
と
な
る
物
見
と
そ
き
く

あ
を
ひ
草
か
さ
り
車
の
け
し
き
ま
て

け
ふ
は
こ
と
な
る
物
見
と
そ
き
く

巻
第
七
・
夏
部
一

葵
・
民
部
卿
為
家
卿
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『
夫
木
和
歌
抄
』
野
田
庄
右
衛
門
板
・『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
西
順
自
筆
本
・『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
深
江
屋
太
郎
兵
衛
板
及
び
天
和
二
年
板
　
対
照
表
Ｂ

『
香
道
蘭
之
園
』

巻
数
・
組
香
名
・
番
号

『
夫
木
和
歌
抄
』野

田
庄
右
衛
門
板
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』西

順
自
筆
本
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』

深
江
屋
太
郎
兵
衛
板
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』天

和
二
年
板
『
夫
木
和
歌
抄
』

巻
・
部
・
題

二
・
10
・
千
と
せ
香

さ
き
く
さ
の
三
葉
四
葉
に

枝
か
は
す
松
の
千
と
せ
は

き
み
か
ま
に
〳
〵

さ
き
草
の
三
葉
四
葉
に

枝
か
は
す
松
の
千
と
せ
は

君
か
ま
に
〳
〵

さ
き
草
の
三
葉
四
葉
に

枝
か
は
す
松
の
千
と
せ
は

君
か
ま
に
〳
〵

さ
き
く
さ
の
三
葉
四
葉
に

枝
か
は
す
松
の
千
と
せ
は

君
か
ま
に
〳
〵

廿
九
・
雑
十
一
・
松

二
・
18
・
船
路
香

高
砂
や
こ
き
の
く
ふ
ね
も

う
ち
む
れ
て
風
や
す
け
な
る

な
み
の
う
へ
哉

高
砂
や
こ
き
の
く
舟
も

う
ち
む
れ
て
風
や
す
け
な
る

浪
の
上
哉

高
砂
や
こ
き
の
く
舟
も

う
ち
む
れ
て
風
や
す
け
な
る

浪
の
上
哉

高
砂
や
こ
き
の
く
舟
も

う
ち
む
れ
て
風
や
す
け
な
る

浪
の
上
か
な

丗
三
・
雑
十
五
・
船

二
・
29
・
秋
草
香

い
か
は
か
り
あ
た
に
ち
る
ら
ん

あ
き
風
の
は
け
し
き
野
へ
の

露
く
さ
の
花

い
か
は
か
り
あ
た
に
ち
る
ら
ん

秋
風
の
は
け
し
き
の
へ
の

露
草
の
花

い
か
は
か
り
あ
た
に
ち
る
ら
ん

秋
風
の
は
け
し
き
の
へ
の

露
草
の
花

い
か
は
か
り
あ
た
に
ち
る
ら
ん

秋
風
の
は
け
し
き
の
へ
の

露
草
の
花

十
一
・
秋
二
・
秋
花

三
・
39
・
鵜
船
香

こ
の
か
は
に
さ
よ
ふ
け
ぬ
ら
し

か
つ
ら
人
う
な
は
て
に
ま
き

船
く
た
す
也

此
川
に
さ
夜
更
ぬ
ら
し

桂
人
う
な
は
手
に
ま
き

舟
く
た
す
也

此
川
に
さ
夜
更
ぬ
ら
し

桂
人
う
な
は
手
に
ま
き

舟
く
た
す
也

此
川
に
さ
夜
更
ぬ
ら
し

桂
人
う
な
は
手
に
ま
き

舟
み
た
す
也

八
・
夏
二
・
鵜
河

三
・
45
・
菊
合
香

か
き
ね
な
る
き
く
の
き
せ
わ
た

け
さ
み
れ
は
ま
た
き
さ
か
り
の

花
咲
に
け
り

垣
ね
な
る
菊
の
き
せ
綿

け
さ
み
れ
は
ま
た
き
盛
の

花
咲
に
け
り

垣
ね
な
る
菊
の
き
せ
綿

け
さ
み
れ
は
ま
た
き
盛
の

花
咲
に
け
り

垣
ね
な
る
菊
の
き
せ
綿

け
さ
み
れ
は
ま
た
き
盛
の

花
咲
に
け
り

十
四
・
秋
五
・
菊

三
・
50
・
風
音
香

吹
よ
は
る
た
え
ま
〳
〵
に

き
こ
ゆ
な
り
入
あ
ひ
の
か
ね
を

う
つ
む
山
風

吹
よ
は
る
た
え
ま
〳
〵
に

き
こ
ゆ
な
り
入
あ
ひ
の
か
ね
を

埋
む
山
風

吹
よ
は
る
た
え
ま
〳
〵
に

き
こ
ゆ
な
り
入
あ
ひ
の
か
ね
を

埋
む
山
風

吹
よ
は
る
た
え
ま
〳
〵
に

き
こ
ゆ
な
り
入
相
の
か
ね
を

埋
む
山
風

丗
二
・
雑
十
四
・
鐘

四
・
58
・
草
苅
香

み
ま
き
の
ゝ
草
か
り
ふ
え
の

わ
ら
は
声
あ
な
か
ま
と
の
み

よ
そ
へ
て
そ
き
く

み
ま
き
の
ゝ
草
か
り
笛
の

わ
ら
は
こ
ゑ
あ
な
か
ま
と
の
み

よ
そ
へ
て
そ
き
く

み
牧
野
の
草
か
り
笛
の

わ
ら
は
こ
ゑ
あ
な
か
ま
と
の
み

よ
そ
へ
て
そ
き
く

み
牧
野
の
草
か
り
笛
の

わ
ら
は
こ
ゑ
あ
な
か
ま
と
の
み

よ
そ
へ
て
そ
き
く

丗
二
・
雑
十
四
・
笛

四
・
64
・
貝
合
香

い
ま
そ
し
る
ふ
た
み
の
う
ら
の

は
ま
く
り
を
か
ひ
あ
は
せ
と
て

お
ほ
ふ
也
け
り

今
そ
し
る
二
見
の
浦
の

蛤
を
か
ひ
合
せ
と
て

お
ほ
ふ
な
り
け
り

今
そ
し
る
二
見
の
う
ら
の

蛤
を
か
ひ
あ
は
せ
と
て

お
ほ
ふ
な
り
け
り

今
そ
し
る
二
見
の
う
ら
の

蛤
を
か
ひ
あ
は
せ
と
て

お
ほ
ふ
な
り
け
り

廿
五
・
雑
七
・
浦

五
・
80
・
牡
丹
競
香

夏
木
立
庭
の
野
す
ち
の

石
の
う
へ
に
み
ち
て
色
こ
き

ふ
か
み
草
哉

夏
木
立
庭
の
野
す
り
の

石
の
上
に
み
ち
て
色
こ
き

深
見
草
哉

夏
木
立
庭
の
野
す
り
の

石
の
上
に
み
ち
て
色
こ
き

深
見
草
哉

夏
木
立
庭
の
野
す
り
の

石
の
上
に
み
ち
て
色
こ
き

深
見
草
哉

八
・
夏
二
・
牡
丹
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五
・
82
・
何
鳥
香

な
そ
も
か
く
人
の
心
の

う
か
れ
と
り
わ
か
れ
も
よ
ほ
す

声
を
た
つ
ね
ん

な
そ
も
か
く
人
の
心
の

う
か
れ
鳥
別
も
よ
ほ
す

こ
ゑ
を
た
つ
ねら

ん

な
そ
も
か
く
人
の
心
の

う
か
れ
鳥
別
も
よ
ほ
す

こ
ゑ
を
た
つ
ら
ん

な
そ
も
か
く
人
の
心
の

う
か
れ
鳥
別
も
よ
ほ
す

こ
ゑ
を
た
つ
ら
ん

廿
七
・
雑
九
・
鳥

五
・
87
・
七
種
香

君
か
た
め
な
ゝ
の
あ
し
た
の

七
草
に
猶
つ
み
そ
へ
ん

よ
ろ
つ
代
の
春

君
か
た
め
七
の
朝
の

七
草
に
猶
つ
み
そ
へ
ん

万
代
の
春

君
か
た
め
七
の
朝
の

七
草
に
猶
つ
み
そ
へ
む

よ
ろ
つ
よ
の
春

君
か
た
め
七
の
朝
の

七
草
に
猶
つ
み
そ
へ
む

よ
ろ
つ
よ
の
春

一
・
春
一
・
若
菜

五
・
90
・
花
蝶
香

お
も
し
ろ
や
花
に
む
つ
る
ゝ

か
ら
て
ふ
の
な
れ
は
や

我
も
思
ふ
あ
た
り
に

お
も
し
ろ
や
花
に
む
つ
る
ゝ

か
ら
蝶
の
な
れ
は
や

我
も
思
ふ
あ
た
り
に

お
も
し
ろ
や
花
に
む
つ
る
ゝ

か
ら
蝶
の
な
れ
は
や

我
も
お
も
ふ
あ
た
り
に

お
も
し
ろ
や
花
に
む
つ
る
ゝ

か
ら
蝶
の
な
れ
は
や

我
も
お
も
ふ
あ
た
り
に

廿
七
・
雑
九
・
蝶

五
・
94
・
橘
香

あ
や
め
ふ
く
よ
も
き
の
や
と
の

夕
風
に
に
ほ
ひ
す
ゝ
し
き

の
き
の
た
ち
花

あ
や
め
ふ
く
蓬
の
宿
の

夕
風
に
匂
ひ
涼
し
き

軒
の
橘

あ
や
め
ふ
く
蓬
の
宿
の

夕
風
に
匂
ひ
す
ゝ
し
き

軒
の
橘

あ
や
め
ふ
く
蓬
の
宿
の

夕
風
に
匂
ひ
す
ゝ
し
き

軒
の
橘

七
・
夏
一
・
橘

五
・
99
・
蛍
香

夏
む
し
の
身
を
と
も
し
け
る

ひ
か
り
こ
そ
や
み
に
ま
よ
は
ぬ

し
る
へ
也
け
れ

夏
虫
の
身
を
と
も
し
け
る

光
こ
そ
闇
に
ま
よ
は
ぬ

し
る
へ
な
り
け
れ

夏
虫
の
身
を
と
も
し
け
る

光
こ
そ
闇
に
ま
よ
は
ぬ

し
る
へ
な
り
け
れ

夏
虫
の
身
を
と
も
し
け
る

光
こ
そ
闇
に
ま
よ
は
ぬ

し
る
へ
也
け
れ

八
・
夏
二
・
蛍

五
・
102
・
早
苗
香

さ
な
へ
と
る
み
た
の
う
へ
め
も

い
ろ
〳
〵
の
袖
を
つ
ら
ね
て

い
は
ふ
け
ふ
哉

さ
な
へ
と
る
御
田
の
う
へ
め
も

色
〳
〵
の
袖
を
つ
ら
ね
て

祝
ふ
け
ふ
哉

さ
な
へ
と
る
御
田
の
う
へ
め
も

色
〳
〵
の
袖
を
つ
ら
ね
て

祝
ふ
け
ふ
哉

さ
な
へ
と
る
御
田
の
う
へ
め
も

い
ろ
〳
〵
の
袖
を
つ
ら
ね
て

祝
ふ
け
ふ
哉

七
・
夏
一
・
早
苗

六
・
119
・
虫
撰
香

す
み
な
れ
し
も
と
の
野
は
ら
や

し
の
ふ
ら
ん
う
つ
す
む
し
や
に

む
し
の
わ
ふ
る
は

住
な
れ
し
も
と
の
野
原
や

忍
ふ
ら
ん
う
つ
す
虫
や
に

虫
の
わ
ふ
な
る

住
な
れ
し
も
と
の
野
原
や

忍
ふ
ら
ん
う
つ
す
虫
や
に

虫
の
わ
ふ
な
る

住
な
れ
し
も
と
の
野
原
や

忍
ふ
ら
ん
う
つ
す
虫
や
に

虫
の
わ
ふ
な
る

十
四
・
秋
五
・
虫

六
・
124
・
神
路
香

神
ち
山
た
ま
か
き
こ
し
に

み
わ
た
せ
は
杉
間
に
た
か
き

ち
き
の
か
た
そ
き

神
道
山
玉
か
き
こ
し
に

み
わ
た
せ
は
杉
ま
に
高
き

ち
き
の
か
た
そ
き

神
道
山
玉
か
き
こ
し
に

み
わ
た
せ
は
杉
ま
に
高
き

ち
き
の
か
た
そ
き

神
道
山
玉
か
き
こ
し
に

み
わ
た
せ
は
杉
ま
に
高
き

ち
き
の
か
た
そ
き

丗
四
・
雑
十
六
・
神
祇

六
・
125
・
石
清
水
香

い
は
し
水
す
み
は
し
め
け
ん

月
影
の
三
つ
の
こ
ろ
も
に

か
け
そ
う
つ
り
し

石
清
水
す
み
は
し
め
け
ん

月
影
の
み
つ
の
衣
に

影
そ
う
つ
り
し

石
清
水
す
み
始
め
け
ん

月
影
の
三
つ
の
衣
に

か
け
そ
う
つ
り
し

石
清
水
す
み
始
め
け
ん

月
影
の
三
つ
の
衣
に

か
け
そ
う
つ
り
し

丗
四
・
雑
十
六
・
神
祇

六
・
129
・
衣
更
着
香

め
つ
ら
し
く
燕
軒
は
に

き
な
る
れ
は
霞
か
く
れ
に

雁
か
へ
る
な
り

め
つ
ら
し
く
燕
軒
は
に

き
な
る
れ
は
霞
か
く
れ
に

雁
か
へ
る
な
り

め
つ
ら
し
く
つ
は
め
軒
は
に

き
な
る
れ
は
霞
か
く
れ
に

雁
か
へ
る
な
り

め
つ
ら
し
く
つ
は
め
軒
は
に

き
な
る
れ
は
霞
か
く
れ
に

雁
か
へ
る
な
り

三
・
春
三
・
燕

・・



武居　　『香道蘭之園』組香と『夫木和歌抄』

16総研大文化科学研究 第11号（2015）

七
・
133
・
子
日
香

け
ふ
は
ま
た
雪
間
の
を
は
き

つ
み
ま
せ
て
野
へ
の
わ
か
な
の

か
す
や
ま
さ
ら
ん

け
ふ
は
又
雪
ま
の
を
は
き

つ
み
ま
せ
て
の
へ
の
わ
か
な
の

か
す
や
ま
さ
ら
ん

け
ふ
は
又
雪
ま
の
を
は
き

つ
み
ま
せ
て
の
へ
の
わ
か
な
の

か
す
や
ま
さ
ら
ん

け
ふ
は
又
雪
間
の
を
は
き

つ
み
ま
せ
て
の
へ
の
わ
か
な
の

か
す
や
ま
さ
ら
ん

一
・
春
一
・
若
菜

七
・
140
・
皐
月
香

あ
や
め
草
こ
ゝ
の
ふ
し
を
や

と
ゝ
の
へ
て
た
ま
の
よ
と
の
に

け
ふ
は
ふ
く
ら
ん

あ
や
め
草
九
節
を
や

と
ゝ
へ
て
玉
の
夜
殿
に

け
ふ
は
ふ
く
ら
ん

あ
や
め
草
九
節
を
や

と
ゝ
へ
て
玉
の
夜
殿
に

け
ふ
は
ふ
く
ら
む

あ
や
め
草
九
節
を
や

と
ゝ
の
へ
て
玉
の
夜
殿
に

け
ふ
は
ふ
く
ら
ん

七
・
夏
一
・
菖
蒲

七
・
143
・
川
浪
香

そ
こ
す
み
て
波
こ
ま
か
な
る

さ
ゝ
れ
水
わ
た
り
や
ら
れ
ぬ

山
川
の
か
け

底
す
み
て
浪
こ
ま
か
な
る

さ
ゝ
れ
水
わ
た
り
や
ら
れ
ぬ

山
川
の
影

底
す
み
て
浪
こ
ま
か
な
る

さ
ゝ
れ
水
わ
た
り
や
ら
れ
ぬ

山
川
の
影

底
す
み
て
浪
こ
ま
か
な
る

さ
ゝ
れ
水
わ
た
り
や
ら
れ
ぬ

山
川
の
影

廿
六
・
雑
八
・
水

七
・
147
・
雪
香

さ
ゝ
浪
や
ひ
ら
山
お
ろ
し

う
み
か
け
て
ひ
と
つ
に
な
ひ
く

雪
の
白
雲

さ
ゝ
浪
や
ひ
ら
山
颪

海
か
け
て
ひ
と
つ
に
な
ひ
く

雪
の
白
雲

さ
ゝ
浪
や
ひ
ら
山
颪

海
か
け
て
ひ
と
つ
に
な
ひ
く

雪
の
白
雲

さ
ゝ
浪
や
ひ
ら
山
颪

海
か
け
て
ひ
と
つ
に
な
ひ
く

雪
の
白
雲

十
八
・
冬
三
・
雪

七
・
151
・
み
あ
れ
香

あ
ふ
ひ
く
さ
か
さ
り
く
る
ま
の

け
し
き
ま
て
け
ふ
は
こ
と
な
る

も
の
み
と
そ
き
く

あ
ふ
ひ
草
か
さ
り
車
の

け
し
き
ま
て
け
ふ
は
こ
と
な
る

物
見
と
そ
き
く

あ
ふ
ひ
草
か
さ
り
車
の

け
し
き
ま
て
け
ふ
は
こ
と
な
る

物
見
と
そ
き
く

あ
ふ
ひ
草
か
さ
り
車
の

け
し
き
ま
て
け
ふ
は
こ
と
な
る

物
見
と
そ
き
く

七
・
夏
一
・
葵
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Kōdō ran no sono (Book of Kōdō)

TAKEI masako
SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies),

School of Cultural and Social Studies,

Department of Japanese Literature

Kōdō ran no sono (Book of Kōdō) is a text written in the early eighteenth century on kōdō, the Japanese art 

of incense. It contains more than 200 kinds of kumikō (games of judging the difference between fragrances) and 

the manners of kōdō. This book was edited by Kikuoka Senryō.

There are twenty-four kinds of kumikō that are related to the waka poems of Fuboku wakashū nukigaki 

(Extracts from the Fuboku Waka Collection) by Saijun, a renga poet. And there is also a kumikō that is related 

to a waka in this same edited collection, which wakashū was published in a woodblock printed edition in 1682.

Fuboku wakashū nukigaki has served as a sourcebook for composing renga, but twenty-four of the waka 

poems in it also include references to shoka, the theme of incense games.

The aim of this essay is to elucidate the relationship of these incense games to Fuboku wakashū nukigaki.

Key words: Fuboku wakashū, Fuboku wakashū nukigaki, Kōdō ran no sono, kumikō


